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き
た
八
雲
町
を
、
次
の
世
代
に
魅

き
た
八
雲
町
を
、
次
の
世
代
に
魅

力
的
な

力
的
な「「
ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
」」と
し
て
手
渡

と
し
て
手
渡

す
た
め
、
そ
し
て
未
来
に
輝
く
八

す
た
め
、
そ
し
て
未
来
に
輝
く
八

雲
町
の
実
現
の
た
め
、
町
政
に
対

雲
町
の
実
現
の
た
め
、
町
政
に
対

す
る
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い

す
る
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
民
皆

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
民
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
開
町
記

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
開
町
記

念
日
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い

念
日
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

　

新
生
八
雲
町
の
誕
生
か
ら
9
回

目
の
開
町
記
念
日
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
素
か
ら
町
政
の
推
進
に
対
し
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
雲
町
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
背
景
に
、
農
業
と
漁
業

を
基
幹
産
業
と
し
発
展
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
私
達
の
こ
の
豊
か
な

生
活
の
陰
に
は
、
数
々
の
困
難
に

打
ち
勝
っ
て
き
た
先
駆
者
の
尊
い

汗
と
辛
苦
が
あ
っ
た
こ
と
を
決
し

て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

  

私
も
、
昨
年
10
月
の
就
任
か
ら

早
い
も
の
で
1
年
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

当
町
が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
の

重
さ
と
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
責
任
の
重
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
町
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
は
こ
こ
に
き
て
全
国

的
な
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
こ

の
先
、
全
国
の
自
治
体
の
約
5
割

で
若
い
女
性
が
半
減
し
、
地
域
が

崩
壊
す
る
危
機
を
指
摘
し
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
に
我
々
地

方
自
治
体
は
、
地
方
か
ら
都
市
へ

の
人
の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る

施
策
を
早
急
に
講
じ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
も
の
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
町
は
、
財
源
の
確

保
と
地
域
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

た
「
ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
附

金
）」に
力
を
い
れ
、
全
国
か
ら
予

想
を
は
る
か
に
上
回
る
応
援
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
う
し
て
寄
せ
ら
れ
た

皆
様
か
ら
の
想
い
は
、
魅
力
あ
る

八
雲
町
の
創
造
の
た
め
に
し
っ
か

り
と
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

新
八
雲
町
総
合
計
画
も
、
町
民

ニ
ー
ズ
等
に
対
応
し
た
見
直
し
を

行
い
、
昨
年
度
か
ら
5
カ
年
で
の

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

八
雲
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー

マ
は
、
町
民
憲
章
の
理
念
に
基
づ

き
、「
道
南
北
部
の
中
心
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
人
口

と
雇
用
が
維
持
さ
れ
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
町
民
と
行

政
が
支
え
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
3

項
目
を
基
本
目
標
に
定
め
、
現
状

の
社
会
情
勢
、
人
口
動
態
、
加
え

て
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
新

た
な
施
策
や
、
こ
れ
ま
で
進
め
て

開
町
記
念
日
に
あ
た
っ
て

八
雲
町
長　

岩
村
克
詔

き
た
取
り
組
み
の
質
的
向
上
を
図

り
、
自
主
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
八
雲
町
の
発
展
に
結
び

つ
く
よ
う
私
も
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

目
指
す
べ
き
目
標
に
近
づ
い
て

い
く
た
め
に
は
、
厳
し
い
現
実
や

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
先

人
、
先
輩
の
方
々
が
築
き
上
げ
て

き
た
八
雲
町
を
、
次
の
世
代
に
魅

力
的
な「
ふ
る
さ
と
」と
し
て
手
渡

す
た
め
、
そ
し
て
未
来
に
輝
く
八

雲
町
の
実
現
の
た
め
、
町
政
に
対

す
る
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
民
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
開
町
記

念
日
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

紺
綬
褒
章
受
章

　

河
原
さ
ん
は
、
平
成
26
年
2
月
28
日
付
け
で
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
と
し
て
、
5
0
0
万
円

を
町
に
寄
付
さ
れ
、
こ
の
篤
行
に
対
し
ま
し
て

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
、
河
原
さ
ん
の
意
向
に

よ
り
、
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
健
康

増
進
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。な
お
、河
原
さ
ん
は
、平

成
4
年
、
平
成
21
年
に
総
額
1
，

0
0
0
万
円
寄
付
さ
れ
、
紺
綬
褒

章
を
2
度
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

功
労
表
彰（
一
名
）

・
千
葉　
　

隆 

様　
　

出
雲
町 

町
議
会
議
員

善
行
表
彰（
九
名
）

・
河
原　

忠
義 

様　
　

栄
町 

多
額
寄
付

・
山
田　

秀
夫 

様　
　

熊
石
相
沼
町 

白
寿

・
菅
原　
　

清 

様　
　

相
生
町 

白
寿

・
新
川　

正
義 

様　
　

熊
石
関
内
町 

白
寿

・
鈴
木
ト
シ
ノ 

様　
　

相
生
町 

白
寿

・
千
釡　

武
夫 

様　
　

花
浦 

白
寿

・
安
藤　

静
男 

様　
　

出
雲
町 

白
寿

・
小
林
ま
つ
よ 

様　
　

熊
石
平
町 

白
寿

・
山
﨑
ま
さ
子 

様　
　

本
町 

白
寿

河
原
忠
義
様
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今
年
は
異
常
と
も
言
え
る
局
地

的
豪
雨
に
よ
り
日
本
各
地
で
土
砂

災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
土

砂
災
害
に
対
し
て
日
頃
か
ら
備
え

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
土
砂
災
害
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
地
区
を「
土
砂

災
害
危
険
箇
所
」と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
自
分
の
家

が
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
な
る
か

ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。「
土

砂
災
害
危
険
箇
所
」は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
度
が
高
ま
っ
た
と
き
に
は

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表

さ
れ
ま
す
。
雨
が
降
り
出
し
た

ら
、
雨
雲
の
動
き
や
土
砂
災
害
警

戒
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
早

め
に
近
く
の
避
難
所
や
安
全
な
場

所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
町
の
防

災
行
政
無
線（
熊
石
地
域
）や
広

報
車
の
呼
び
か
け
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
避
難
す
る
道
の
危
険
な

場
所
は
な
い
か
、
日
頃
か
ら
調
べ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
Z

　町が避難情報（避難準備情報、避難勧告、
避難指示）を発表した場合、防災行政無線や広報車、
緊急エリアメール等により避難情報を伝達します。

　北海道では次のＵＲＬから、土砂災害に関する情
報（北海道土砂災害警戒情報システム、土砂災害危険
箇所）を提供しています。

【北海道建設部河川砂防課ホームページ】
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/kss/ssg/index.htm

【北海道防災情報システム】
　［携帯電話］http://i.bousai-hokkaido.jp/
　［パソコン］http://www.bousai-hokkaido.jp/
※あらかじめ登録することにより、災害関連情報を
　お持ちの携帯電話へメール配信することができま
　すので、詳細は公式サイトをご覧ください。

【問い合わせ先】
・総務課交通防災係
・熊石総合支所地域振興課

住
ん
で
い
る
場
所
が
「
土
砂

災
害
危
険
箇
所
」
か
確
認
し

ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意

危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避

難
し
ま
し
ょ
う

●
土
砂
災
害
に
は
こ
ん
な
前
兆
現
象
が
あ
り
ま
す
●

テレビやラジオ、インターネット
などから自主的な情報収集を心がけ
ましょう

避難情報の伝達
について

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
土
砂
災
害
に
備
え
よ
う
）
U
R
L

http://w
w
w
.tow

n.yakum
o.

lg.jp/m
odules/soum

u/
content0064.htm

l

　

土
砂
災
害
と
は
、
大
雨
や
地
震

な
ど
に
よ
り「
が
け
崩
れ
」、「
土

石
流
」、「
地
す
べ
り
」の
現
象
が

発
生
す
る
自
然
災
害
の
こ
と
で
す
。

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
前
に
は
前

兆
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
象
に
気
付
い

た
ら
早
目
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
が
け
崩
れ
】

・
崖
か
ら
の
水
が
濁
る

・
地
下
水
や
湧
き
水
が
止
ま
る

・
斜
面
に
ひ
び
割
れ
や
変
形
が
あ
る

・
小
石
が
落
ち
て
く
る

・
崖
か
ら
音
が
す
る

・
異
様
な
臭
い
が
す
る

【
土
石
流
】

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、

　

川
の
水
位
が
下
が
る

・
川
の
水
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が

　

混
ざ
っ
た
り
す
る

【
地
す
べ
り
】

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

・
崖
や
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

・
家
や
擁
壁
、
樹
木
、
電
柱
が
傾

　

く
【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
総
務
課
交
通
防
災
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

事
前
の
準
備
を
し
っ
か
り
と
Y
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平
成
25
年
度
の　
　
　

     

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

町
民
１
人
当
た
り
に

万
8,
1
3
2
円

が
使
わ
れ
ま
し
た
（
一
般
会
計
）

72

町民１人当たりが負担した税金

100,943円
町民１人当たりに使われたお金

728,132円

●町民1人当たりの収入と支出（平成２6年３月３１日現在：八雲町人口18，005人で算出）
町民税

町たばこ税 入湯税他

固定資産税 軽自動車税 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費

教育費 公債費 職員費 その他

45,563円

10,892円 247円

４2,689円 1,552円 99,270円 102,155円 25,923円 20,430円 58,879円

89,944円 77,716円 109,060円

災害復旧費

4,014円 140,741円

決
算

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計（
国
民
健
康
保

険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
事
業
・
簡
易

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
）、

企
業
会
計（
病
院
・
水
道
）の
決
算
が
９
月
8
日
か
ら
開

催
さ
れ
た
八
雲
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
八
雲
町
の
全
会
計
を
合
計
す
る
と
、

歳
入（
収
入
）合
計
は
2
7
0
億
9
，
9
0
4
万
円
で
前

年
度
対
比
6.9
％
増
、
歳
出（
支
出
）合
計
は
２
6
9
億

8
，
4
3
2
万
円
で
前
年
度
対
比
10.2
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（単位：万円）
決　算　額

135億4,234

131億1,003

30億5,961

30億9,298

1億9,231

1億8,982

15億675

14億9,896

1億1,515

1億1,515

3億7,950

3億7,950

8,944

8,944

8億5,041

8億5,041

4,786

4,786

58億8,008

60億2,206

11億8,266

12億5,221

1億9,246

1億8,605

6,047

1億4,985

270億9,904

269億8,432

会　　　　計　　　　別

一　　般　　会　　計

区分

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

平成２5年度　会計別決算

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

八 雲 地 域 簡 易 水 道
事 業 特 別 会 計

熊 石 地 域 簡 易 水 道
事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業
特 別 会 計

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計

介護保険事業

特 別 会 計

保 険
事 業 勘 定

サ ー ビ ス
事 業 勘 定

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

特　
　
　
　

別　
　
　
　

会　
　
　
　

計

病
院
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

企　
　

業　
　

会　
　

計

歳　　入（収　入）

歳　　出（支　出）
合　　計
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歳　出　合　計

◎実質赤字比率～一般会計の財政状況の悪化の度合いを表す数値です。八雲町の一般会計は黒字となっています。
◎連結実質赤字比率～全会計の財政状況の悪化の度合いを表す数値です。八雲町の全会計の合計は黒字となっています。
◎実質公債費比率～借金の償還額から、資金繰りの程度を表す数値です。
◎将来負担比率～一般会計が将来支払いが必要となる借金などから、財政を圧迫する可能性の度合いを表す数値です。
◎資金不足比率～経営状況の悪化の度合いを表す数値です。
※八雲町は、全ての比率で国が示す「健全化基準」を下回っていますので、財政状況には問題はありません。しかし、将来の投資状況によっては
　これらの数値が上昇しますので、今後とも健全化に向けた努力が必要です。

はどうなっているの？

　これまで、町に支払うべ
き保育所保育料や下水道使
用料等を滞納した場合は、
督促状や催告書を送付し、
自主的な納付により滞納を
解消してもらうよう収納対
策を進めて来ましたが、自
主的な納付や納付誓約を守
らない滞納者が少なからず
います。
　町では、財源の確保・公
平性の確保の観点から、保
育所保育料や下水道使用料
等の滞納者に対しては、財
産差押を強く進めています。
催告書等が届く前に、速や
かに各使用料の担当課まで
ご相談いただき、滞納の整
理・解消に努めてください。

平成25年度の健全化判断比率が公表されました

公営企業の資金不足比率

財 政 状 況

八 雲 町 の 比 率

早 期 健 全 化 基 準

財 政 再 生 基 準

資 金 不 足 比 率

病 院 会 計

－

水 道 会 計

－

経 営 健 全 化 基 準

２０．０％

実 質 赤 字 比 率

－

１３．７０％

２０．００％

連結実質赤字比率

－

１８．７０％

３０．００％

実 質 公 債 費 比 率

１１．８％

２５．０％

３５．０％

将 来 負 担 比 率

　３９．２％

３５０．０％

※歳入全体の自主財源の占める割合は、30.0％と低く、依存財源である地方交付税が４5.9％を
　占めています。地方交付税に依存した財政構造となっています。

※その他の消費的経費は、建物の維持管理費や補助金、給付金などです。
※投資的経費は、道路の改良、建物の改修や災害復旧などの公共事業です。
※公債費は、町債（借金）返済の経費です。

一般会計の自主財源と依存財源

一般会計性質別歳出の状況

町税
　うち町民税
　うち固定資産税
　うち町たばこ税
分担金および負担金
使用料および手数料
その他の自主財源

地方交付税
国庫支出金
道支出金
町債
その他の依存財源

１８億１，７５０
８億２，０３７
７億６，８６２
１億９，６１１

８，０４４
２億５，９３６

１９億　　９６５
４０億６，６９５
６２億１，０８９
１３億４，７８８
６億２，０１２
８億４，６８８
４億４，９６２

９４億７，５３９
１３５億４，２３４

１３.４
６.１
５.７
１.４
０.６
１.９

１４.１
３０.０
４５.９
１０.０
４.６
６.２
３.３

７０.０
１００.０

△０.６
△３.３
△０.２
１０.４
△７.０
１.１

５６.５
１９.９
△１.１
５０.４
△３８.５
△１８.５
△２.７
△１.９
３.７

区　　　　分

歳　入　合　計

自主財源計

依存財源計

決算額（万円） 歳入に占め
る割合（％）

対前年度
増減率（％）

消費的経費
人件費
その他の消費的経費

投資的経費
その他

公債費
その他

６２億７，７８２
２０億６，９２１
４２億　　８６１
１９億２，７３０
４９億　　４９１
１３億９，９２８

３５億５６３
１３１億１，００３

４７.９
１５.８
３２.１
１４.７
３７.４
１０.７
２６.７

１００.０

２.６
０.６
３.６

△１６.６
３６.５
２.８

５７.０
９.０

区　　　　分 決算額（万円） 歳出に占め
る割合（％）

対前年度
増減率（％）

自　

主　

財　

源

依　

存　

財　

源

給与等の財産差押を

しています
強化
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町職員の給与・職員数などを お知らせします
　町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、町
長など特別職と町職員の給与や職員数のあらましを
お知らせします。

　町職員の給与は、民間給与の実態調査結果に基
づく国家公務員の人事院勧告を参考に町議会の審
議を経て条例で定められています。

　町職員の定数は、条例で649人が上限と定められ
ていて、平成26年4月1日現在の実人数は562人とな
っています。
　今後も行政ニーズに対応した適正な定員管理に
努めてまいります。

　国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方
公務員の給与水準を表す指数。
　平成25年４月１日現在の八雲町のラスパイレス指
数は101.5、参考値（国家公務員の給料改定特例
法による2年間の減額措置が無かった場合）は93.7
となっています。

■一般行政職の初任給の状況 （平成26年4月1日現在）

区　　　分

大　学　卒

高　校　卒

八　　　　雲　　　　町

初　任　給

1 6 6 , 1 7 3 円

1 3 5 , 1 9 6 円

採用2年経過日給料額

1 7 9 , 2 9 7 円

1 4 4 , 5 5 7 円

国

初　任　給

1 7 2 , 2 0 0 円

1 4 0 , 1 0 0 円

採用2年経過日給料額

1 8 5 , 8 0 0 円

1 4 9 , 8 0 0 円

■特別職の報酬等の状況 （平成26年4月1日現在）

町　長
副町長給　　料

報　　酬

期末手当

6 8 8 , 5 0 0 円
6 0 3 , 0 0 0 円

議　長
副議長
議　員

2 6 5 , 5 0 0 円
2 1 1 , 6 0 0 円
1 8 3 , 3 0 0 円

1 . 9 0 月 分
2 . 0 5 月 分
3 . 9 5 月 分

６月期
12月期
計

1 . 7 0 月 分
2 . 2 0 月 分
3 . 9 0 月 分

６月期
12月期
計

議　長
副議長
議　員

町長・副町長

区　　　　分 給　　料　　月　　額　　等

※特記事項
・平成24年8月1日から平成28年3月31日まで、町長は給料月額の15％、副町長および
　教育長は10％を減額しています。
・平成25年12月1日から平成28年8月31日まで、議長は報酬月額の10％、副議長は8％、
　議員は6％を減額しています。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の
　　　年数をいうものです。

■一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成26年4月1日現在）
区　　　分

大　学　卒

高　校　卒

経験年数10年以上15年未満

2 6 5 , 6 2 0 円

1 9 9 , 4 4 2 円

経験年数15年以上20年未満

3 1 5 , 2 6 5 円

2 7 0 , 5 1 8 円

経験年数20年以上25年未満

3 5 2 , 1 7 3 円

3 1 2 , 9 0 5 円

■部門別職員数の状況 （平成26年4月1日現在）

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成26年4月1日現在）

（注）１．給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　　　分

標 準 的 な
職 務 内 容

職　員　数

構　成　比

１級

32人

17.3％

主 事 補
技 師 補
主　　事
技　　師

２級

8人

4.3％

主　　事
技　　師

３級

46人

24.9％

係　　長
主　　査
主　　任

４級

61人

33.0％

課長補佐
係　　長

５級

20人

10.8％

課　　長
課長補佐

６級

18人

9.7％

課　　長

計

185人

100％

■人件費の状況（一般会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

25年度
人

18，005

千円

13，110，032

区  分
住民基本台帳人口
（Ｈ26・3・31現在）

歳出額
　　  　Ａ

千円

369，214

実質収支

千円

2，069，206

人件費
　　  　Ｂ

％

15.8

人件費率
（Ｂ／Ａ）

％

17．1

（参考）
24年度の人件費率

■一般行政職の平均給料月額・平均年齢および平均経験年数の状況 （平成26年4月1日現在）
区　　　分

八　雲　町

平均給料月額

3 0 6 , 0 0 8 円

平　均　年　齢

4 2 歳 ０ 8 月

平均経験年数

2 1 年 1 1 月

※特記事項
　一般行政職は平成24年8月1日から平成28年3月31日まで、給料月額の3.5％または5.5％
　を減額しています。

■職員給与費の状況（一般会計予算）

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。
（注）２．給与費は当初予算に計上された額です。

区　　　分
給　　料

給　　　　与　　　　費

26年度
千円

8 3 3 ，9 1 8

右以外の手当

千円
1 8 8 ，7 4 6

期末・勤勉手当

千円
3 1 5 ，7 9 6

計

千円
1 ，3 3 8 ，4 6 0

給　与

職　員　数

ラスパイレス指数

2
46
14
1
19
4
15
28
15
144
32
51
83
298
8
5
20
331
558

■職員手当の状況 （平成26年4月1日現在）

６月期
１２月期
　計

（期末手当）
1.90月分
1.35月分
3.25月分

（勤勉手当）
－　月分
0.70月分
0.70月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

期末手当

勤勉手当

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

（自己都合）
21.62月分
30.82月分
43.70月分
52.44月分

（勧奨・定年）
127.025月分
1136.57月分
1152.44月分
1152.44月分

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

区　分 内　　　　容

扶養親族である配偶者

扶養親族である子、父母等
〈１人目〉 6,500円
※配偶者がいない場合は11,000円
〈２人目以降〉 6,500円
※15歳に達する日以後最初の4月1日から
　22歳に達する日以後最初の3月31日まで
　にある子…１人につき5,000円加算

13，000円

借　　家　　等
持　　　　　家
交通機関等の利用者

自家用自動車の使用者

（限度額）27,000円
5,000円

（限度額）50,000円
１５円（片道30km以上20円）×
通勤距離×２回×２１日
（最低２，０００円、最高42,000円）

議 会
総 務
税 務
労 働
農 水
商 工
土 木
民 生
衛 生

一 般 行 政 計
教 育
消 防

特 別 行 政 計
病 院
水 道
下 水 道
そ の 他
公営企業等計
総 合 計

平成25年
職 員 数（人）区分

部門
2
45
13
2
19
6
16
28
15
146
31
51
82
302
8
4
20
334
562

平成26年

△1
△1
1

2
1

2
△1

△1
4

△1

3
4

対前年
増減数
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平
成
26
年
12
月
に
竣
工
予
定
の

右
記
施
設
の
供
用
開
始
に
あ
た

り
、
新
た
な
管
理
条
例
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、条
例（
素
案
）に

対
す
る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
意
見
の
募
集
期
間
】

　

9
月
26
日（
金
）〜
10
月
27
日（
月
）

【
提
出
で
き
る
方
】

（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
住
所
を
有
し
て
い
な
く
て
も
、

　

町
内
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る

　

ま
た
は
学
ん
で
い
る
方

※
様
式
に
事
業
所
ま
た
は
学
校
等

　

の
名
称
を
記
載
願
い
ま
す
。

③
町
内
で
活
動
す
る
法
人
、
団
体

【
留
意
事
項
】

　

意
見
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

書
面
に
必
ず
、
住
所
、
氏
名（
法

人
そ
の
他
団
体
の
場
合
は
、
名
称

及
び
代
表
者
名
）、
電
話
番
号
を

記
載
願
い
ま
す
。
記
載
が
な
い
場

合
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

留
意
願
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で

の
受
け
付
け
は
取
扱
い
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
個
人
情
報
は
、
本
件
の
内
部
管

　

理
の
み
に
使
用
し
ま
す
。
提
出

　

意
見
お
よ
び
検
討
結
果
の
公
表

　

に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
を

　

公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
資
料
の
入
手
方
法
】

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド

②
次
の
場
所
へ
の
備
付

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
住
民
生
活
課（
5
番
窓
口
）

・
落
部
支
所

【
提
出
先
】

①
書
面
の
持
参　

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
住
民
生
活
課（
5
番
窓
口
）

・
落
部
支
所

②
書
面
の
郵
送　

　

〒
0
4
3
│
0
4
9
5

　

八
雲
町
熊
石
根
崎
町
1
1
6
番

　

地
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
環
境
生
活

　

係
宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

5
0
1
3
9
8
│
2
│
3
2
3
0

④
電
子
メ
ー
ル

　

jum
insv@

tow
n.yakum

o.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

八
雲
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
く
ま
い
し
館
条
例
（
仮

称
）
の
制
定
に
つ
い
て

　町民の皆様の声を広く聞き、町民主体の自治を実現することを目的に、
平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。
　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施
についてお知らせします。
　詳しくは、各担当課へ問い合わせて頂くか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に参加しませんか？

○熊石町・八雲町　新町建設計
　画の変更（案）に対するパブ
　リックコメントの募集について

　提出意見：0件

○八雲町学校給食センター
　運営委員会委員

応募人数：2人
（公募人数：2人程度）

○八雲町地域公共交通会議委員
応募人数：0人

（公募人数：3人以内）

委員の公募結果

町民意見公募
手続きの
実施結果について

不用品交換コーナー

・子供用テーブルチェアー　・ベビーバス
・赤ちゃん用スプレー式おしりふき洗浄器（あったかいdeシュ！）

ゆずります

・折りたたみ自転車（大人用）
・CDラジカセorコンポ（カセット対応）

ゆずってください

これまでの成立件数 21件

これまでの成立件数 9件

9月26日時点

【申請方法】
　企画振興課、熊石総合支所住民サービス課、落部支所にて申請書を備え付け
ていますので、手続きを行ってください。
※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。
（町ホームページ→組織から探す→企画振興課→不用品交換事業）

【問い合わせ先】企画振興課協働推進係

八雲町自治基本
条例第14条の規
定に基づき、
町民皆様から
広く意見を
公募します
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八
雲
町
国
保
の
財
政
状
況
は
、

こ
れ
ま
で
、
赤
字
額
を
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
と
保
有
し
て
い
る
基

金
の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
ま
か

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
25
年

度
で
は
、
赤
字
補
て
ん
を
し
て
き

た
基
金
も
残
高
が
な
く
な
り
、
赤

字
分
を
翌
年
度
の
歳
入
か
ら
繰
上

げ
て
充
用
し
、
決
算
し
ま
し
た
。

安
定
し
た
運
営
を
行
う
た
め
に

も
、
毎
年
度
の
赤
字
を
解
消
す
る

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  
八
雲
町
国
保
の
赤
字
の
主
な
要

因
の
一
つ
と
し
て
、
年
々
増
加
す

る
医
療
費
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
医

療
費
増
加
の
要
因
は
、
高
齢
化
や

医
療
の
高
度
化
、
重
症
化
に
よ
る

長
期
の
入
院
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

  

医
療
費
が
節
約
さ
れ
る
と
、
窓

口
で
の
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ

る
と
と
も
に
、
保
険
給
付
費
も
減

少
す
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
も
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
保
制
度
の
安
定
的
な
運

営
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
医
療

費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
医
療
機
関
の
か
け
も
ち（
重
複

　

受
診
）は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
様
な
症
状
や
病
気
で
複
数
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
、医
療
費

が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
体
に
悪

影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
休
日
や
夜
間
の
診
療
は
控
え
ま

　

し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
の
受
診
は
割
増
料

金
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
症
状

が
軽
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
診
す

る
と
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
の
治

療
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後
発
）医
薬
品

　

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許

期
間
が
過
ぎ
た
後
に
発
売
さ
れ

る
、
新
薬
と
同
じ
効
能
の
あ
る
処

方
薬
で
低
価
格
の
た
め
、
医
療
機

関
で
の
窓
口
負
担
も
少
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま

　

し
ょ
う

　

特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

を
定
期
的
に
受
け
、
自
身
の
健
康

状
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
疾
病

な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
、
重
症
化
予
防
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

⑤
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

食
生
活
、
運
動
、
休
養
な
ど
日

頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
病

気
に
か
か
り
に
く
い
体
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

■
八
雲
町
国
民
健
康
保
険
か
ら
お
願
い

医
療
費
の
節
約
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

平成25年度  八雲町国民健康保険特別会計決算

歳入
国保税
使用料及び手数料
国庫支出金
療養給付費等交付金
前期高齢者交付金
道支出金
共同事業交付金
財産収入
一般会計繰入金
基本繰入金
繰越金
諸収入

607,740
550

889,057
132,588
391,506
209,610
562,062

0
235,513
1,470
17,923
11,589

3,059,608

25年度赤字額　33,375千円 25年度末基金保有額　0円

歳出 （単位：千円）

合　　　　計

総務費
保険給付費
後期高齢者支援金
後期高齢者納付金
老人保健拠出金
介護納付金
共同事業拠出金
保健事業費
基金積立金
諸支出金
繰出金
予備費

94,244
2,048,163
321,547

321
14

155,445
410,061
8,693

0
52,527
1,968

0
3,092,983

（単位：千円）

合　　　　計

医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト
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特
定
健
診
と
は
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
や

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習

慣
病
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
※

1
）の
早
期
発
見
、
予
防
を
目
的

と
し
た
健
診
で
あ
り
、
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
に
は
今
年
の
6
月
に

「
受
診
券
」
を
お
送
り
し
て
健
診

の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
が
、
も

う
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

生
活
習
慣
病
に
か
か
っ
て
し
ま

う
と
、
長
期
入
院
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
ま
た
、
多
額
の
治
療
費
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
ご
本
人
や
ご
家

族
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る

ほ
か
、
八
雲
町
国
保
に
と
っ
て

も
、
医
療
費
負
担
が
増
え
る
の

で
、
財
政
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
こ

の
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ（
※

2
）、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
特
定
健
診
は
、
10
月

30
日
〜
31
日
に
実
施
す
る
住
民
検

診（
八
雲
地
域
）（
※
3
）と
、
来

年
2
月
実
施
予
定
の
農
協
ミ
ニ

ド
ッ
ク（
受
診
者
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
受
け
ら
れ
て
い

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
受
診
を
ご
検

討
願
い
ま
す
。

※
１

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
の

う
ち
、
２
つ
以
上
に
当
て
は
ま
る

状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
２

　

受
診
す
る
か
し
な
い
か
は
、
あ

く
ま
で
も
ご
自
身
の
判
断
に
よ
り

ま
す
。
健
診
を
強
要
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
を
保
つ

た
め
に
は
、
体
の
状
態
を
知
る
こ

と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
３

　

住
民
検
診
の
詳
細
は
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
の
特
定
健
診
は

も
う
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

平成26年度

特定健診受診状況

　8月末現在で15.1％と、昨年同期と比較
すると0.4％増となっています。
　ぜひこの特定健診を受診して健康管理
に役立ててください。

平成26年8月末現在

計

昨年同期【参考】

対象者数

4,124

4,231

受診者数

624

623

受 診 率

15.1％

14.7％

速
報
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八
雲
町
で
は
、
高
齢
者
等
に
対

す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
費
用
助
成
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　

八
雲
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

平
成
26
年
10
月
1
日
〜
平
成
27
年

2
月
28
日
の
間
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
の
内
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
接
種
日
当
日
に
満
65
歳
以
上
の

　

方
②
接
種
日
当
日
に
満
60
歳
以
上
満

　

65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
身
体
障

　

害
手
帳
１
級（
心
臓
、じ
ん
臓
、

　

呼
吸
器
若
し
く
は
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

　

能
障
が
い
に
限
る
）の
交
付
を

　

受
け
た
者

【
助
成
金
額
と
自
己
負
担
額
】

　

助
成
金
額
は
、
接
種
す
る
医
療

機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
八

雲
町
内
の
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
額
は
、
ど
の
医
療

機
関
で
接
種
し
て
も
1
，
5
0
0

円
で
す
。

※
生
活
保
護
世
帯（
助
成
対
象
者

に
限
る
）の
方
が
、
八
雲
町
内
の

医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
無

料
で
す
。

【
八
雲
町
内
の
医
療
機
関
で

接
種
さ
れ
る
方
】

　

医
療
機
関
で
、
自
己
負
担
額
で

あ
る
1
，
5
0
0
円
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

　

せ
ん
。

【
医
療
機
関
に
提
示
す
る
も
の
】

　

健
康
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許

証
、
住
民
票

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
診
療
依

　

頼
券
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
証

　

明
書（
住
民
生
活
課
、
熊
石
総

　

合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
発

　

行
し
て
い
ま
す
）。

※
満
60
歳
以
上
満
65
歳
未
満
の
方

　

の
内
、
助
成
対
象
者
の
方
は
身

　

体
障
害
者
手
帳
。

【
八
雲
町
外
の
医
療
機
関
等

で
接
種
さ
れ
る
方
】

　

一
旦
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
接

種
料
金
の
全
額
を
支
払
っ
た
後
、

次
に
よ
り
申
請
す
る
こ
と
で
自
己

負
担
額
を
除
い
た
額（
上
限
2
，

2
1
0
円
）を
助
成
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯（
助
成
対
象
者

　

に
限
る
）の
方
は
、
接
種
に
か

　

か
っ
た
費
用（
上
限
3
，
7
1
0

　

円
）を
助
成
し
ま
す
。

①
申
請
場
所

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
、落
部
支
所
、

　

熊
石
総
合
支
所
、
相
沼
・
泊
川

　

出
張
所

②
申
請
期
限

　

平
成
27
年
3
月
16
日（
月
）

③
助
成
方
法

　

銀
行
等
口
座
へ
の
振
込
み
ま
た

　

は
現
金
払
い
。

④
申
請
す
る
際
に
お
持
ち
い
た
だ

　

く
も
の

・
医
療
機
関
等
が
発
行
し
た
領
収

　

書
ま
た
は
接
種
済
証

・
氏
名
、
生
年
月
日
を
確
認
で
き

　

る
も
の（
健
康
保
険
証
等
）

・
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
以
外
の

　

印
鑑
）

・
銀
行
等
へ
の
口
座
振
込
を
希
望

　

さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
口
座

　

番
号
を
確
認
で
き
る
も
の（
通

　

帳
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

1
０
１
３
７
│
64
│
２
１
１
１ 

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

1
０
１
３
9
8
│
2
│
3
１
１
１ 

八雲町内で予防接種を受けることができる医療機関

八 雲 総 合 病 院

魚 住 金 婚 湯 医 院

ま き た 循 環 器 内 科
ク リ ニ ッ ク

八雲ユーラップ医院

熊石国民健康保険病院

10月10日

10月中旬

10月1日

10月中旬

11月4日

10月下旬

未 定

11月4日

10月下旬

1 0137－
63－2185

1 0137－
67－2311

1 0137－
62－4711

1 0137－
62－2878

101398－
2 － 3 5 5 5

医療機関名 電話番号 予約開始日 接種開始日 備　　　考

接種月齢：6ヵ月～
【6ヵ月～13歳未満の接種は
　10月28日より開始します】

接種年齢：1歳以上
【年齢により接種日が異なり
　ます】

接種月齢：6ヵ月～

接種年齢：3歳以上

接種年齢：3歳以上
【予約の必要は有りません】

高
齢
者
等
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ
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こ
れ
ま
で
任
意
接
種（
希
望
者

が
医
療
機
関
等
に
て
、
自
費
で
受

け
る
予
防
接
種
）で
あ
っ
た
、
水

痘（
水
ぼ
う
そ
う
）お
よ
び
高
齢

者
等
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
が
10

月
よ
り
定
期
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
対
象
者
へ
個
別
に
通
知
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
方
で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場

合
や
、
不
明
な
点
は
下
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
年
齢
】

　

生
後
12
月
か
ら
35
月
ま
で
の
方

（
た
だ
し
、
平
成
26
年
度
に
限

り
、
生
後
12
月
か
ら
59
月
ま
で
の

方
）。

※
既
に
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
が

　

あ
る
方
や
、
任
意
接
種
を
行
っ

　

た
方
は
対
象
外
。

【
接
種
回
数
】

○
生
後
12
月
か
ら
35
月
ま
で
2
回

接
種（
3
か
月（
標
準
的
に
は
6

か
月
）以
上
の
間
隔
を
あ
け
ま
す
）

○
生
後
36
月
か
ら
59
月
ま
で
1
回

接
種（
平
成
26
年
度
中
に
限
る
）

【
接
種
費
用
】
無
料

【
接
種
会
場
】

○
八
雲
地
域
…
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

○
熊
石
地
域
…
熊
石
国
保
病
院

①
65
歳
の
方（
た
だ
し
、
平
成
26

〜
30
年
度
に
限
り
、
各
年
度
中

に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
1
0
0
歳

に
な
る
方
お
よ
び
平
成
26
年
度
に

限
り
1
0
1
歳
以
上
と
な
る
方
）

水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）と
、高
齢
者
等

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）

　
　
　
　
　

予
防
接
種

高
齢
者
等
肺
炎
球
菌

　
　
　
　
　

予
防
接
種

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

が
い
を
有
す
る
方

※
過
去
に
1
回
で
も
肺
炎
球
菌
ワ

　

ク
チ
ン（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）の

　

接
種
を
受
け
た
方
は
対
象
外
。

【
接
種
回
数
】
1
回
接
種

【
接
種
費
用
】

　

自
己
負
担
額
4
，
0
0
0
円

【
接
種
会
場
】
各
医
療
機
関

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

1
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

10月
から

■
弁
護
士
は
、
ま
さ
に
鉄
人
28
号
で
す
。
ヤ
ミ
金
業
者
を
や
っ
つ
け

る
正
義
の
味
方
に
も
な
れ
ば
、
死
刑
が
予
想
さ
れ
る
凶
悪
犯
の
弁
護

を
担
当
す
る「（
一
見
す
る
と
）悪
魔
の
手
先
」に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
事
件
が
あ
れ
ば
現
場
に
飛
ん
で
行
き
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
職

業
と
の
大
き
な
違
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■
と
こ
ろ
が
、
法
テ
ラ
ス
の
弁
護
士
は
、
中
立
的
立
場
で
あ
る
と

い
っ
た
誤
解
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
第
一
に
、
弁
護

士
で
す
。

■
こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
弁
護
士
は
、
依
頼
人
の
正
当
な
利
益
・

権
利
の
た
め
に
最
大
限
尽
く
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
時

に
は
国
に
ケ
ン
カ
を
売
る
と
い
う
こ
と
も
、
た
め
ら
い
な
く
や
り
ま

す
。
逆
に
、
当
事
者
の
仲
裁
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

で
も
、
依
頼
人
の
味
方
な
の
で
す
。

■
も
し
も
、
あ
な
た
に
理
不
尽
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
声
を
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
味
方
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
い
く
ら

か
の
報
酬
は
頂
き
ま
す
（
お
金
の
な
い
人
は
、
無
利
子
で
月

5
，
0
0
0
円
の
分
割
払
い
が
で
き
ま
す
）。

■
当
事
務
所
は
、
森
田
・
小
林
の
2
人
体
制
に
な
り
、
さ
ら
に
法
律

相
談
が
可
能
な
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
一
定
の
資
力
基
準
を
満
た
し

た
方
に
つ
い
て
は
、
お
一
人
3
回
ま
で
、
無
料
で
の
法
律
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す（
資
力
基
準
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
）。
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所

（
1
0
5
0
│
3
3
8
3
│
8
3
6
6
）」ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
を

お
寄
せ
下
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
1
0
5
0

│
3
3
8
3
│
5
5
6
3
）」
も
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.
28

鉄
人
28
号

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

小
林　

佑
輔

平成２６年度対象者①に該当する
生年月日

6
5
歳

7
0
歳

7
5
歳

8
0
歳

8
5
歳

9
0
歳

9
5
歳

1
0
0
歳

1
0
1
歳
以
上

年　

齢

生　

年　

月　

日

昭
和
2
4
年
4
月
2
日
〜
昭
和
2
5
年
4
月
1
日

昭
和
1
9
年
4
月
2
日
〜
昭
和
2
0
年
4
月
1
日

昭
和
1
4
年
4
月
2
日
〜
昭
和
1
5
年
4
月
1
日

昭
和　

9
年
4
月
2
日
〜
昭
和
1
0
年
4
月
1
日

昭
和　

4
年
4
月
2
日
〜
昭
和　

5
年
4
月
1
日

大
正
1
3
年
4
月
2
日
〜
大
正
1
4
年
4
月
1
日

大
正　

8
年
4
月
2
日
〜
大
正　

9
年
4
月
1
日

大
正　

3
年
4
月
2
日
〜
大
正　

4
年
4
月
1
日

大
正　

3
年
4
月
1
日
以
前

11　Yakumo Public Relations Vol.109



《確認ジャ！》

　8月4日から始まりました「臨時福祉給付金」・「子育て世
帯臨時特例給付金」の申請受付は、11月4日（火）までと
なっています。対象者と思われる方には申請書を送付し
ていますが、申請がお済みでない方は、忘れずに申請し
てください。申請期限を過ぎた場合は原則、支給されま
せんのでご注意ください。

【申請期日】
　11月4日（火）午後5時まで（郵送は当日消印有効）
【受付場所】　
　役場本庁、落部支所、熊石総合支所、相沼・泊川出張所
【持参するもの】　　　　　　　　　　　　　　　　
　○申請書
　○印鑑　
　○免許証または保険証等（支給対象者分）
　○通帳またはその写し
　※子育て世帯給付金は、児童手当受取口座を指定する
　　場合は、通帳は不要です。
　※詳しくは、町のホームページで確認するか、担当ま
　　でお問い合わせください。
【問い合わせ先】住民生活課社会係・児童係

2つの給付金

の申請はお済みですか？

◆臨時福祉給付金
◆子育て世帯臨時
　特例給付金

　

八
雲
町
で
は『
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
』に
基

づ
き
、
地
方
公
共
団
体（
八
雲

町
）が
所
有
す
る
施
設
等
の
事
務

事
業
に
関
し
ま
し
て
、
自
ら
排
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
等
に

取
り
組
む
べ
く
、
平
成
21
年
3
月

に
平
成
19
年
度
を
基
準
年
度
と

し
、『
八
雲
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
』を
策
定
し
、
平
成
21

年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の

5
年
間
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
3
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
等

に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
取
り
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。
ま
た
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
協
働
推
進
係

「
八
雲
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」の

　
　
　
　
　

進
ち
ょ
く
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　基準年度の平成19年度と比較して平成25年度の二酸化炭素排出量が増加した要因は、二酸化炭素排出量
を算定する際に用いる二酸化炭素排出係数のうち、電気の二酸化炭素排出係数が東日本大震災以後、原子力
発電所が停止し、火力発電に大きく依存していることから、排出係数が増加したことによります。

http://www.town.
yakumo.lg.jp/modules/
chosei/content0179.

html

町ホームページ
地球温暖化対策
実行計画URL

二酸化炭素排出量の削減状況

基準年度
19年度

8,020,979㎏－CO2

目標年度
25年度

目　標
削減率

7,780,398㎏－CO2 3％

25年度
実績

8,064,479㎏－CO2

削減率
25年度／19年度

－0.54％

資
源
ご
み
集
団
回
収
活
動

　
　

助
成
制
度
〜
申
請
受
付
中

　

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
町
内
会
や
子
ど
も
会
等
の
住

民
団
体
が
自
発
的
に
実
施
し
て
い

る
資
源
ご
み
集
団
回
収
活
動
に
対

す
る
助
成
制
度
で
す
。

　

今
年
度
第
１
回
目
の
申
請
を
次

の
と
お
り
受
付
し
ま
す（
第
2
回

目
は
3
月
の
予
定
で
す
）。

【
申
請
期
日
】
10
月
31
日（
金
）

【
助
成
対
象
】

　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
住
民
団

体
等（
個
人
は
除
く
）が
、
八
雲

町
内
に
お
い
て
、
今
年
4
月
か
ら

10
月
ま
で
の
間
に
集
団
回
収
し
た

資
源
ご
み（
空
き
瓶
、
空
き
缶
、

古
紙
、
紙
パ
ッ
ク
等
）で
、
古
物

商
店
等
へ
売
却
し
た
も
の
。

【
助
成
金
額
】

　

売
却
し
た
資
源
ご
み
の
重
量
1

㎏
当
り
3
円

【
手
続
方
法
】

　

各
団
体
よ
り
町
へ
申
請
書（
売

却
し
た
際
の
伝
票
原
本
添
付
）を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
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※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※風呂場の有無欄に有とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに10月15日（水）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

折戸団地（熊石折戸町461－11）

折戸団地（熊石折戸町489－1）

折戸団地（熊石折戸町120－1）

泊川団地（熊石泊川町867－3）

根崎団地（熊石根崎町406）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町224）

平特公賃（熊石平町324－9）

Ｓ51

S59

H13

H7

S56

S58

Ｓ63

Ｈ５

H8

H13

１

１

１

1

1

１

１

1

1

2

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

１棟2戸平屋建 3ＤＫ 51.30G

１棟４戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 68.79G

１棟４戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 59.31G

１棟４戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 79.79G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 68.79G

１棟6戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 70.30G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 68.16G

１棟１０戸重ね建（２Ｆ） 3LDK 71.74G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 60.28G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 1LＤＫ 49.30G

11,000円

14,000円

15,300円

18,800円

14,000円

14,400円

15,700円

20,100円

17,000円

36,400円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 風呂場の有無

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 風呂場の有無家　　賃

入札（見積合わせ）結果（8月16日～9月15日）1，000，000円以上
工　事　名（委託業務名） 請負業者名 予定価格 契約金額 工　期

公営住宅屋根葺替工事（折戸・相沼団地）

公営住宅屋根葺替工事（泊川・平団地）

公営住宅外部塗装工事（折戸・相沼団地）

公営住宅外部塗装工事（泊川・平団地）

熊石簡易水道高区配水池送水管布設替工事

末広相生線道路改良工事

末広通線道路改良工事

宮園住初線道路舗装工事

熊石福祉センター駐車場整備工事

八雲町立図書館外壁塗装工事

旧小牧荘外解体工事

公営住宅屋根葺替工事（出雲町Ａ団地）

公営住宅屋根葺替工事（宮園町団地） 

公営住宅外部塗装工事（出雲町Ａ団地） 

公営住宅外部塗装工事（宮園町団地第１施工区） 

公営住宅外部塗装工事（宮園町団地第２施工区）

３・４・２出雲通都市計画道路測量設計業務委託

特定環境保全公共下水道管渠実施設計業務委託

新ＰＣ配水池ドーム屋上防水塗装工事

栄浜配水管布設工事

田村板金

田村板金

中村塗装店

㈲広沢塗装店

㈱角田配管工業所

㈱シンオシマ

東陽建設㈱

㈱シンオシマ

㈲小澤建設

㈱安田塗装店

㈱河井工業

寺島板金店 

五十嵐板金 

㈲土田塗装

㈲八雲工芸社

㈱安田塗装店

㈱東鵬開発

日本上下水道設計㈱札幌事務所

㈱北星技研

西谷試錐工業㈱

2,797,200

3,726,000

7,236,000

7,894,800

7,398,000

28,576,800

25,218,000

9,914,400

10,702,800

13,878,000

25,822,800

4,633,200

6,328,800

9,990,000

6,415,200

5,691,600

2,548,800

7,333,200

2,937,600

3,088,800

10月31日

10月31日

10月31日

10月31日

11月28日

12月10日

12月10日

10月31日

11月20日

11月30日

11月15日

11月28日

11月28日

11月28日

11月28日

11月28日

H27.2.27

H27.2.27

10月10日

10月20日

2,732,400

3,618,000

7,009,200

7,776,000

7,236,000

25,719,120

22,696,200

9,396,000

9,632,520

13,716,000

23,240,520

4,492,800

6,134,400

9,612,000

6,222,960

5,518,800

2,430,000

6,523,200

2,808,000

2,991,600

24,200円

18,600円

7,600円

12,600円

13,100円

60,800円

49,300円

7,800円

25,900円

25,900円

～

～

～

～

～

H10

H19

S40

S53

S53

1

1

1

1

1

有

有

無

有

有

１棟１4戸重ね建（3Ｆ） 2LDK 74.25G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 1LDK 49.50G

１棟6戸2階建 2DK 41.58G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟4戸2階建 3DK 63.86G

新栄町団地（栄町94－3）

出雲町Ａ団地（出雲町60－6）

出雲町D団地（出雲町60－81）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部842－1）

18,000円

33,000円

79,900円

48,400円

30,300円

32,600円

34,100円

41,000円

47,000円

71,800円
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　9月7日の早朝7時に「おはよう一万歩あるこう会」
が行われ、遊楽部川河川敷のランニングコース4kmを
歩こうと、39人が参加しました。
　前半は、ウォーキング指導員の田仲誉子さんによる
ストレッチ体操や歩き方の実技を行い、後半は皆でラ
ンニングコースを歩きました。
　参加者は田仲指導員より、丁寧な指導をうけながら、
笑顔一杯で心地よい汗を流しました。

おはよう一万歩あるこう会
晴天の秋空の下、心地よくY

　

　

　今年で創建250年を迎えた落部八幡宮の奉祝例大祭が9月13日～
15日に行われました。落部八幡宮は、地域住民から寄付を集め昨年
新社殿を造営、今年は鳥居を新たにし、参道も整備されました。
　13日には、参道通り初め式が行われ、14日には御神輿渡御、15
日には海上渡御、地域の幼児や小学生によって約20年ぶりに行われ
た稚児行列や、子ども相撲大会、松前神楽の披露等が行われ、多く
の参拝者で賑わいました。　

落部八幡宮鎮座250年
奉祝例大祭が行われました

地域に支えられ創建250年Y

　
　

　9月3日、8月に神奈川県で開かれた第30回全国小学生陸上競
技交流大会（日本陸上競技連盟主催）の走り幅跳びで優勝した、
八雲小学校6年生の石堂陽奈さんが、岩村町長に結果を報告しま
した。
　石堂さんは、全国大会で5m5cmを記録し、2位に10cmの差
をつけました。それでも「当日は緊張した。5m20cmを出した
い」と記録に対する意欲を見せていました。
　日々練習に励みながら、東京五輪出場を目標にするなど、今
後もより一層の活躍が期待されます。

陸上全国大会走り幅跳び第1位Y
優勝おめでとうY

広報   10月号　14

まちのわだい

　    



　

　

　

　町主催の熊石地域敬老会が9月13日、熊石総合センターで開催
され、熊石地域の満70歳以上のお年寄り170人が出席しました。
式典のあと、健康と長寿を祝う宴がはじまり、出席者は八雲民謡
協会などによる民謡や踊りなどの余興を楽しみながら、和やかな
時間を過ごしました。また、9月15日には、特別養護老人ホーム
くまいし荘でも敬老会及び誕生会が行われ、今年白寿を迎えられ
た小林まつよさんに町の善行表彰が手渡されました。

熊石地域敬老会＆
くまいし荘敬老会

いつまでもお元気でY

　第31回商工会夏祭り（八雲商工会熊石地区振興委員
会主催）が8月23日、熊石漁港ふれあい広場で開催され、
来場者約500人がビアガーデンや花火、盆踊りなどで夏
の夜を楽しみました。熊石、相沼保育園児たちによる
「キッズよさこい」がオープニングを飾り、続いて子供
会対抗のサッカーＰＫ合戦やカラオケ大会などの多彩な
イベントが行われました。最後に毎年恒例の盆踊りが行
われ、威勢の良い太鼓に合わせ、子供も大人も熱気いっ
ぱいの輪をつくり、過ぎゆく夏を心ゆくまで楽しみまし
た。

第31回商工会夏祭り
みんな輪になって踊りましょうY

　

　

　

　9月6日、八雲町交通安全協会熊石支部主催の一
日安協デー・パークゴルフ大会が、熊石高校グラ
ウンドで開催されました。大会は、18ホールの
コースを2周する36ホールシングルマッチで行わ
れ、男性27名、女性5名の計32名で、優勝を目指
してスコアを競い合いました。参加した選手たち
は、秋晴れの空の下、芝生の感触を楽しみながら
ナイスショットを連発。大会終了後は親睦会が開
かれ、会員同士の交流を深めました。

八雲町交通安全協会熊石支部
一日安協デー・
パークゴルフ大会

秋晴れの空の下、ナイスショット連発Y

　昨年は雨により中止となった熊石地域町民運動会
が9月7日、熊石第一中学校グランドを会場に行わ
れ、選手や応援に駆け付けた町民らがスポーツをと
おして交流を深めました。熊石第一中学校の吹奏楽
演奏を皮切りに開会式がスタートし、10種目の競
技で熱戦が繰り広げられました。伝統の種目「白
熱！！背縄巻きリレー」や「てっきりてっぺ・つな
ひき」では、渾身の力を振り絞る選手たちに応援合
戦も過熱。背縄巻リレーでは鳴神・西浜チームが、
つなひきでは雲石チームが優勝し、つなひき6連覇
を達成しました。

第46回八雲町熊石地域
町民運動会

てっきりてっぺ、がんばるべY

　

　

　

ReportYakumo

   　

リポート やくも
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木
彫
り
熊
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
成
し
て
、
好
き
な
よ
う
に
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
よ
う
！

【
日
時
】
10
月
26
日（
日
）
午
前
9
時
〜
正
午

【
内
容
】
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
成
と
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

【
持
ち
物
】
ハ
サ
ミ
、定
規　

【
定
員
】
50
名

【
参
加
費
】
無
料　

【
申
込
期
日
】
10
月
15
日（
水
）

【
対
象
】
町
内
の
小
学
1
〜
6
年
生　

※
小
学
1
〜
3
年
生
は
保
護
者
同
伴

【
申
込
み
先
】

　

八
雲
青
年
会
議
所
事
務
局（
は
ぴ
あ
八
雲
1
63
│
2
5
2
5
）ま
で
。

　

※
参
加
申
込
書
は
、は
ぴ
あ
八
雲
、公
民
館
、郷
土
資
料
館
で
入
手
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

完
成
品
は
10
月
28
日
〜
11
月
3
日
ま
で
、パ
ノ
ラ
マ
館
に
展
示
し
ま
す
。

【
主
催
】
八
雲
青
年
会
議
所　

【
後
援
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
日
時
】
10
月
30
日（
木
）
午
後
6
時
30
分
〜
午
後
8
時
30
分

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
講
師
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ト　

理
事
長　

森
嶋　

勉 

氏

【
演
題
お
よ
び
内
容
】

「
ス
ポ
ー
ツ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る
」

〜
み
ん
な
違
っ
て
い
い
・
違
い
を
共
に
生
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

○
ス
ポ
ー
ツ
で
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
？

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
っ
て
何
？

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
う
た
め
の
運
動
ア
プ
ロ
ー
チ
の
例

【
申
込
期
日
】
10
月
14
日（
火
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

1
0
1
3
7
│
63
│
4
6
2
2

　

町
で
は
、子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援
や
託
児

支
援
と
し
て
保
育
サ
ポ
ー
ト（
子
ど
も
を
預

か
っ
て
欲
し
い
人
を
助
け
る
こ
と
）の
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。保
育
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
興
味
の
あ

る
方
で
、現
在
、子
育
て
中
や
子
育
て
が
終
了

し
た
方
、老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん
の
で
、多
く

の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
期
日
】
10
月
20
日（
月
）

（
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
み
の
際

　

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

平成26年度

八雲町子育てサポーター
養成セミナーを
開催します

【申し込み・問い合わせ先】
　住民生活課児童係

10月27日（月）

日　　程

午前10時～正午 開講式／子どもを取り巻く環境と児童虐待 八雲保健所保健師
シルバープラザ

時　　間 内　　　容 講　　師 会　　場

午後6時30分～
 午後8時30分

午後6時30分～
 午後8時30分
午後6時30分～
 午後8時30分

午後6時30分～
 午後8時30分
午後6時30分～
 午後8時30分

子どもの発育と発達 町保健師

10月28日（火）
午前10時～正午 子どもの遊びと接し方（実技） 保育士 町内保育園

障がいのある子どもの受け入れ 函館児童相談所

10月29日（水） 子どもの栄養と食生活（調理実習） 町管理栄養士

10月30日（木）
午前10時～正午 子どもの安全と事故－救命救急－ 町消防士 シルバープラザ

発達障がい児とのスポーツを通した
コミュニケーション

NPO法人
チットチャット

10月31日（金） 育児サポート活動に取り組むために、
託児に携わってみて／閉校式

講習会担当者
「たっち」会員

第
一
回
木
彫
り
熊
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「
平
成
26
年
度
療
育
講
演
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ
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八
雲
・
落
部
で

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

【日　時】10月26日（日）午前9時30分～　【場　所】八雲漁港特設会場
【内　容】・秋味マーケット
　　　　　（鮭、ホタテ貝（予定）、ホッキ貝、鮭山漬け、
　　　　　　醤油いくらなどの販売）
　　　　　・チャリティー（噴火湾なべ・ホタテ串焼き）
　　　　　・各種イベント（もちまき大会・芸能・鮭の宝探し他）
　　　　　　などを行う予定です。
※詳しくは、新聞広告（チラシ折込）にてお知らせします。

【主催・問い合わせ先】
　第25回やくも大漁秋味まつり実行委員会（八雲町漁協内）10137－62－3101

やくまちゃん

「やくも大漁秋味まつり」が
開催されます第25回

◎芸能発表会
【日時】10月19日（日）午後１時開演　【場所】八雲町民センター
【内容】吹奏楽、邦楽、コーラス、民謡、舞踊、詩吟、バレエ、フラダンス
◎展示発表会
【日時】・11月１日（土）午前９時～午後５時
　　　　・11月２日（日）午前９時～午後４時
【場所】八雲町公民館
【内容】絵画、書道、生け花、写真、陶芸、俳句、手芸、絵手紙、藍染め
　　　　公民館講座作品展（木彫り熊、篆刻等）、パソコン、各種バザーなど
【主催・問い合わせ先】八雲町文化団体連合会（八雲町公民館内）
　　　　　　　　　　　1０１３７－６３－３１３１

◎展示部門
【日時】・10月25日（土）午前10時～午後５時
　　　　・10月26日（日）午前10時～午後４時
【場所】落部町民センター
【内容】書道、パッチワーク展、絵手紙、保育園園児作品展、一般作品展、
　　　　小中学校児童・生徒作品展、お茶会、食堂・売店バザー、
　　　　体験コーナー「昔の遊び・創作づくり」など
◎発表部門
【日時】10月25日（土）午前９時～正午（予定）
【場所】落部中学校体育館
【内容】第14回音楽発表会（落部地区生涯学習）
　　　　合唱、お遊戯、演劇、演舞
【主催・問い合わせ先】落部文化団体連合会（落部支所内）
　　　　　　　　　　　10137－67－2231

◆第60回八雲町文化祭

◆第32回落部文化祭

17　Yakumo Public Relations Vol.109



町
の
花

ひ
ま
わ
り

《熊石地域高齢者温泉入浴バス運行日》
月 日 対象地区 バ　ス　停 運行時間

10　

月 27日
（月）

24日
（金）

１３：2０
　～１３：55

折戸

鮎川

１３：30
　～１4：00

関内

平

遠藤宅前
～３泊川バス停

福岡商店前
　　～工藤宅前

INFORMATION

●八雲町役場●
10137－62－2111

主な電話番号

情報
くらしのお

知
ら
せ

・
八
雲
町
消
防
本
部
前

　

午
前
10
時
〜
11
時

・
国
立
病
院
機
構
八
雲
病
院
前

　

午
後
0
時
30
分
〜午

後
2
時
30
分

・
グ
ル
メ
シ
テ
ィ
八
雲
店
前

　

午
後
3
時
〜
4
時
30
分

○
八
雲
総
合
病
院

　

10
月
12
日
、
13
日
、
19
日
、

　
　
　

26
日

　

11
月
2
日
、
3
日

　

1
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

○
ま
き
た
循
環
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

11
月
9
日

　

1
0
1
3
7
│
62
│
4
7
1
1

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金

は
、
結
核
や
肺
が
ん
、
胸
の
病
気

を
な
く
す
た
め
世
界
80
カ
国
以
上

で
行
わ
れ
て
い
る
共
通
活
動
で
す
。

　

複
十
字
シ
ー
ル
を
通
じ
て
集
め

ら
れ
た
募
金
は
、
結
核
検
診
車
・

検
診
機
器
の
整
備
、
結
核
予
防
の

広
報
教
育
、
結
核
予
防
の
調
査
研

究
、
発
展
途
上
国
の
結
核
対
策
援

助
な
ど
に
大
き
く
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

趣
旨
に
賛
同
の
方
は
「
1
戸
当

た
り
1
0
0
円
を
目
安
に
」
募
金

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
期
間
中
、
地
区
の
保
健
推
進
委

　

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
募
金
活
動
期
間
】

　

10
月
15
日（
水
）〜

              

11
月
15
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

1
０
１
３
７
│
64
│
2
1
1
1

　

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

○
積
立
方
式
の
年
金
で
す
。

　

自
分
が
将
来
の
年
金
給
付
ま
で

に
原
資
を
自
ら
積
み
立
て
る
安
定

し
た
年
金
制
度
で
、
運
用
利
回
り

の
状
況
な
ど
で
保
険
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

○
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら

れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
加
入
者
自
ら
が
月
額

2
万
円
〜
6
万
7
千
円
ま
で
の
間

で
、
1
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で
も
見

直
す
事
が
出
来
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
と
し
て
、
全
国
で

次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。

事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
、
周
囲
の

安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
も
し
も
の
事
故
に
備
え

労
災
保
険
に
も
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

○
牛
の
突
発
的
行
動
に
よ
る
巻
き

　

込
み
事
故

○
機
械
作
業
中
の
落
下
事
故

○
2
人
以
上
で
の
共
同
作
業
中
の

　

確
認
ミ
ス
に
よ
る
事
故

○
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
中
の
横
転
事

　

故
や
公
道
で
の
事
故

●熊石総合支所●
101398－2－3111

●落部支所●
10137－67－2231
●シルバープラザ●
10137－64－2111
●八雲町公民館●

10137－63－3131
●八雲町立図書館●
10137－62－2507
●八雲総合体育館●
10137－62－2141

●噴火湾パノラマパーク●
10137－65－6030
●八雲総合病院●

10137－63－2185
●熊石国民健康保険病院●
101398－2－3555

日
曜
・
休
日
当
番
医

農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
作
業
事
故
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
？

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　
　
　
　

11
月
11
日（
火
）

複
十
字
シ
ー
ル

募
金
（
結
核
・

肺
が
ん
予
防
運

動
）
の
お
願
い

複
十
字
シ
ー
ル

募
金
（
結
核
・

肺
が
ん
予
防
運

動
）
の
お
願
い

〈
広
告
〉

八雲町内無料送迎バス（9人乗）運行いたします。
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『
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま

で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
』
を
統
一
標

語
に
全
道
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

【
予
防
運
動
期
間
】

　

10
月
15
日（
水
）〜

 

10
月
31
日（
金
）

【
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
】

○
八
雲
地
域

　

期
間
中
、
午
後
7
時
に
サ
イ
レ

ン
を
30
秒
間
鳴
ら
し
ま
す
。

○
熊
石
地
域

　

10
月
15
日
、
23
日
、
31
日
に
防

災
無
線
に
よ
る
広
報
を
行
い
ま
す
。

※
町
内
会
、
事
業
所
等
で
防
火
懇

　

親
会
や
消
火
訓
練
を
希
望
さ
れ

　

る
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

　

下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
予
防
第
１
・
２
係

　

1
０
１
３
７
│
63
│
２
６
８
６

・
熊
石
消
防
署
予
防
係

　

1
０
１
３
９
８
│
２
│
３
３
９
３

INFORMATION  YAKUMO

ネットワークコリドール交流

第52回
長万部町総合文化祭

　舞踊や太鼓などの「舞台部門」や手打ちそば実演や
バザーなどの「実演・販売部門」等、町内外を問わず
楽しめます！
【日時】11月1日（土）午前10時～午後5時
　　　　　　 2日（日）午前10時～午後3時30分
【場所】学習文化センター　他
　　　　（詳しくは問い合わせください）
【問い合わせ先】長万部町教育委員会社会教育グループ

　101377－2－2748

長万部

第45回今金町総合
文化祭が開催されます

　町内の文化団体・文化サークル約60団体が集まり、
展示の部（書道、絵画等）や芸能の部（吹奏楽や和太鼓
等）などの発表があります。
【日時および場所】
○作品展示：11月1日（土）～3日（月）
　（今金町総合体育館）
○芸能まつり：11月2日（日）（今金町民センター）
【問い合わせ先】
　今金町教育委員会社会教育グループ

10137－82－3488

今　金

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

秋
の
火
災
予
防
運
動
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　旬な新鮮食材・加工品・珍しい食材などが１つの会
場に集結します！
【日時】10月11日（土）午前10時～午後2時
【場所】せたな町民ふれあいプラザ
【問い合せ先】せたな町産業フェスタ実行委員会
（事務局：せたな町役場産業振興課　10137－84－5111）

　弱アルカリ性温泉で、冷え性、神経痛、火傷などに
効き目があります。
【場所】瀬棚区本町（旧国鉄瀬棚駅跡地）
【営業時間】午前10時～午後9時まで
　　　　　　※毎月第1・3月曜日定休
【入浴料】大人400円、中人140円、小人70円
【問い合せ先】やすらぎ館　10137－87－3841

　太田神社は太田山（標高485ｍ）にある北海道最古の
歴史を誇る山岳霊場です。秋の紅葉を楽しみながら気
を付けて参拝してください。
【問い合わせ先】
　大成総合支所産業建設課商工労働観光係

　101398－4－5511

せたな

北檜山区
旬な新鮮食材などが大集合！
せたな町食と産業まつり

公営温泉浴場 やすらぎ館瀬 棚 区

山岳霊場 太田神社大 成 区

　例年10月8日は「世界ライオンズ奉仕デー」に
なります。
　八雲ライオンズクラブでは、活動として「タ
オルボランティア」を実施し、町内の皆様、各
家庭、各事業所様に眠っているタオルを使用・
未使用問わず広く集めさせていただき、町内福
祉施設へ贈呈したいと考えています。
　下記スケジュールにて行いますので、皆さま
方のご協力をお願いいたします。
【タオル収集期間】
　10月上旬～11月末（予定）
【タオル収集場所】
　下記の施設に収集ＢＯＸを用意しています。
○はぴあ八雲
○落部支所
○熊石総合支所
【タオル贈呈日】12月上旬
【問い合わせ先】八雲商工会　担当　木村

10137－63－2525

八雲ライオンズクラブ
タオルボランティアを
実施しますY
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里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚

な
ど
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭

で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

愛
情
を
こ
め
て
養
育
し
て
下
さ
る

方
の
事
で
す
。

　

里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
い
て
、
里
親
と
な
る
事
を
希

望
す
る
方
に
、
子
ど
も
の
養
育
を

お
願
い
す
る
制
度
で
す
。

　

里
親
に
は
特
別
な
資
格
は
不
要

で
す
。
現
在
、
全
国
で
約
3
，

3
0
0
世
帯
の
里
親
が
、
約
4
，

3
0
0
人
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に

生
活
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
つ
い
て
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
い
方
、
里
親
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
函
館
児
童
相
談
所

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
児
童
相
談
所

　

☎
０
１
３
８
│
54
│
4
1
5
2

〜
10
月
は
里
親
月
間
で
す
〜

里
親
制
度
を

　
　

ご
存
知
で
す
か
？

○
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

　

（
無
利
子
）

【
対
象
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後

遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご

家
族（
生
活
困
窮
家
庭
）の
中
学

卒
業
ま
で
の
お
子
様

【
貸
付
金
額
】

　

一
人
に
つ
き
最
初
一
時
金
15
万

5
千
円
、
以
後
月
額
2
万
円
、

小
・
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度

金
4
万
4
千
円

【
返
還
方
法
】

 

原
則
と
し
て
20
年
以
内
の
月
々

均
等
払
い

自
動
車
事
故
対
策
機
構

援
護
制
度
の
お
知
ら
せ

【
返
還
猶
予
】

　

機
構
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

○
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

【
対
象
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊

髄
、
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷

を
受
け
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
方
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方

【
支
給
額
】

　

月
額
2
9
，
2
9
0
円
〜

1
3
6
，
8
8
0
円
の
間
で
、
障

害
の
程
度
に
よ
り
支
給

【
支
給
期
月
】

　

支
給
月
は
3
・
6
・
9
・
12
月

で
、
3
ヵ
月
分
を
一
括
支
給

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人　

　
　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

函
館
支
所

　

☎
０
１
３
８
│
88
│
1
0
0
7

　赤ちゃんと一緒に歌遊び、おもちゃ遊びを楽
しみます。赤ちゃんを子育て中のママ同士で交
流を深めましょう。
【対象】0歳のお子さんと保護者の皆さん
【日時】11月27日（木）
　　　　午前10時～午前11時30分
【場所】子育て支援センターひまわり

（シルバープラザ内）
【定員】15組 
【申込期日】11月21日（金）
【その他】
　当日の「とことこルーム」はお休みします。
【申し込み・問い合わせ先】 
　八雲町子育て支援センタースマイル  

10137－62－2573

あそびの広場④
赤ちゃんと一緒Y

子育て支援センターからお知らせ

　「がん」についての情報を増やすためのミニ講座や
情報交換会（茶話会）を開催します。
　がんになってお悩みの方やご家族ががんで心配さ
れている方等が対象です。是非ご参加ください。
【日時】10月24日（金）午後1時30分～
【場所】八雲総合病院2階会議室
【内容】
　○顔色を良くする技
　　午後1時30分～2時30分
　○茶話会（がんについて困っていること等を語り
　　合いましょう。飲み物をご用意しています）
　　午後2時30分～3時30分
【主催】北海道　
【実施機関】北海道対がん協会　
【問い合わせ先】
　・北海道対がん協会　　 　1011－750－5133
　・八雲総合病院医療相談係 10137－63－2185

がんサロンのお知らせ

〈
広
告
〉

必ずチェック最低賃金Y
使用者も 労働者も

平成26年10月8日からの
最低賃金は

北海道最低賃金

748円時間額

　北海道内で事業を営む使用者およ
びその事業場で働く全ての労働者（臨
時、パートタイマー、アルバイト等を含
む）に適用されます。

厚生労働省  北海道労働局
労働基準監督署（支署）
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〈
広
告
〉

か
り
に
く
た
め
、
以
前
と
の
変
化

に
家
族
や
周
囲
の
方
が
対
応
に
戸

惑
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
、
支
援
関
係

者
等
を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
14
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
3
時

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

脳
外
傷
友
の
会
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル

道
南
支
部

　

1
０
１
3
8
―
22
│
6
1
8
8

【
共
催
】
渡
島
保
健
所

【
日
時
】
10
月
24
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

（
各
相
談
時
間
30
分
）

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

　
　
　
　

※
予
約
制
・
先
着
順

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

函
館
弁
護
士
会

　

1
０
１
3
8
―
41
│
0
2
3
2

【
日
時
】
10
月
16
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

【
場
所
】

　

江
差
町
文
化
会
館
会
議
室

（
江
差
町
字
茂
尻
町
71
）

【
相
談
内
容
】

　

金
銭
、
土
地
建
物
、
サ
ラ
金
、

交
通
事
故
、
離
婚
等
、
家
庭
内
親

族
間
の
紛
争
に
つ
い
て
調
停
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

江
差
簡
易
裁
判
所
庶
務
課

　

1
０
１
3
9
―
52
│
0
1
7
4

　

渡
島
・
檜
山
圏
域
障
が
い
者
総

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
め
い
」

は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
年
齢
、
障
が
い
の
種
別
を
超

え
て
総
合
的
な
相
談
支
援
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。　

【
日
時
】
10
月
22
日（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

第
1
会
議
室

【
対
象
者
】

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
（
障
が

い
種
別
、
年
齢
等
を
問
わ
ず
）
や

そ
の
家
族
、
地
域
の
関
係
機
関
の

方
な
ど
、
相
談
支
援
を
受
け
た
い

方
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　

1
０
１
3
7
―
64
│
2
1
1
1

　

交
通
事
故
や
脳
卒
中
等
で
脳
を

損
傷
後
、
記
憶
力
や
注
意
力
の
低

下
、
言
語
等
に
障
が
い
を
持
ち
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す「
高

次
脳
機
能
障
が
い
」と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
見
た
目
に
は
わ

相　
　

談

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す

無
料
調
停
相
談
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

脳
に
損
傷
を
受
け
た
当
時

者
や
家
族
の
悩
み
を
聞
く

2
0
1
4
年
相
談
会

　北海道労働委員会では、労働者個人と使用者の間で発生した解雇や労働条件などに関する労使紛争
の解決を支援するために「あっせん」を行っています。

　「あっせん」は、労働問題に精通した「あっせん員」（公益委員・労働者委員・使用者委員の３人一組）
が労使紛争の当事者双方から事情を聴き、公平中立な立場で問題点を整理して助言等を行い、双方に
歩み寄りを勧める紛争解決手段です。突然、会社から解雇通告されたが理由等に納得出来ない。職場
がセクハラ等の対策を講じてくれない。など、お困りのときはご相談ください。

　申請は簡単で費用は無料です。札幌から遠隔地は現地に出向きます。秘密厳守・迅速に対応します
（申請受付から1か月程度での解決を目指します）。
【労働問題に関するご相談】労働相談ホットライン　　10120－81－6105
【電話受付時間】（祝日、年末年始を除く）
・月～金曜日　午後5時～午後8時　・土曜日　午後1時～午後4時
【あっせん制度のご利用・ご相談】
　北海道労働委員会事務局（調整課個別対策グループ） 1011－204－5667
【電話受付時間】月～金曜日　午前8時45分～午後5時30分（祝日、年末年始を除く）

労働者個人と使用者の労働紛争を解決しますY

■「あっせん」とは？

「あっせん」が解決をサポートしますZ
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が
で
き
る
方

【
試
験
内
容
】

①
建
築
に
必
要
な
専
門
的
知
識
、 

　

技
術
な
ど
の
能
力
に
つ
い
て
択

　

一
式
に
よ
る
試
験（１

時
間
30
分
）

②
職
務
適
応
性
検
査（
20
分
）

③
面
接
試
験

【
添
付
書
類
】

①
最
終
学
歴
の
卒
業（
見
込
）証
明

　

書
お
よ
び
成
績
証
明
書

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

③
一
級
建
築
士
証
の
写
し

◎
土
木
施
工
管
理
技
士

【
募
集
人
員
】
2
名

【
受
験
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

②
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
、
高
等
学
校
以
上
を
卒
業

　

し
、
土
木
施
工
管
理
技
士（
2

　

級
以
上
）の
資
格
を
有
し
て
い

　

る
方

【
試
験
内
容
】

①
土
木
に
必
要
な
専
門
的
知
識
、

　

技
術
な
ど
の
能
力
に
つ
い
て
択

　

一
式
に
よ
る
試
験

            

（
１
時
間
30
分
）

②
職
務
適
応
性
検
査（
20
分
）

③
面
接
試
験

【
添
付
書
類
】

①
最
終
学
歴
の
卒
業（
見
込
）証
明

　

書
お
よ
び
成
績
証
明
書

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
役
場
総
務

課
、
熊
石
総
合
支
所
、
落
部
支

所
、
相
沼
泊
川
出
張
所
、
ま
た
は

函
館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張

所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
と
な
る
添

付
書
類
を
同
封
の
上
、
写
真
を

貼
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
込
書
上
部
の「
八
雲
町
職

員（　

）採
用
申
込
書
」の（　

）内

に
、
職
種
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

※
申
込
書
を
郵
便
で
請
求
す
る 

　

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員

　

採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱

　

書
き
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

　

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必

　

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
限
】
10
月
31
日（
金
）

【
受
付
時
間
】（
平
日
の
み
）

　

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、10
月
31
日（
金
）

　

必
着
。

【
受
験
資
格
】
職
種
ご
と
に
記
載

の
と
お
り
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、受
験
資

格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
い
ず

　

れ
か
に
該
当
す
る
者

【
試
験
日
時
】

　

11
月
15
日（
土
）
午
前
9
時
〜

（
午
前
8
時
30
分
受
付
開
始
）

【
試
験
会
場
】
八
雲
町
役
場

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
27
年
4
月
1
日（
水
）

【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
に

よ
る
。

【
連
絡
先
】
総
務
課
人
事
厚
生
係

　

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　

1
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

◎
一
級
建
築
士

【
募
集
人
員
】
１
名

【
受
験
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

②
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を

　

有
し
て
い
る
方

③
パ
ソ
コ
ン（
C
A
D
含
む
）操
作

募　
　

集

八
雲
町
職
員

（
一
級
建
築
士
・
土
木
施
工

管
理
技
士
・
林
業
技
術
職
・

畜
産
技
術
職
）募
集

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

③
土
木
施
工
管
理
に
関
す
る
技
術

　

検
定
合
格
証
明
書
の
写
し

◎
林
業
技
術
職

【
募
集
人
員
】
１
名

【
受
験
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

②
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

○
大
学
、
大
学
院
を
卒
業
ま
た
は

　

平
成
27
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見

　

込
み
の
方
で
、
森
林
科
学
科
も

　

し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
課
程
を

　

履
修
し
た
方

○
高
等
学
校
の
森
林
科
学
科
を
卒

　

業
し
た
方
で
、
林
務
に
関
す
る

　

実
務
経
験
が
5
年
以
上（
平
成

　

26
年
9
月
末
現
在
）の
方　

【
試
験
内
容
】

①
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知

　

識
お
よ
び
一
般
知
能
に
つ
い
て

　

択
一
式
に
よ
る
試
験

            

（
１
時
間
30
分
）

②
職
務
適
応
性
検
査（
20
分
）

③
面
接
試
験

【
添
付
書
類
】

①
最
終
学
歴
の
卒
業（
見
込
）証
明

　

書
お
よ
び
成
績
証
明
書

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

◎
畜
産
技
術
職

【
募
集
人
員
】
１
名

【
受
験
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

②
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

○
大
学（
短
大
を
含
む
）、
大
学
院

　

も
し
く
は
専
修
学
校
専
門
課
程

　

を
卒
業
ま
た
は
平
成
27
年
3
月

　

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
で
、

　

畜
産
学
科
も
し
く
は
獣
医
学
科

　

ま
た
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
課
程

　

を
履
修
し
た
方

○
高
等
学
校
の
畜
産
学
科
ま
た
は

　

こ
れ
に
類
す
る
課
程
を
卒
業
し

　

た
方
で
、
畜
産
に
関
す
る
経
験

　

が
5
年
以
上（
平
成
26
年
9
月

　

末
現
在
）の
方

【
試
験
内
容
】

①
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知

　

識
お
よ
び
一
般
知
能
に
つ
い
て

　

択
一
式
に
よ
る
試
験

（
１
時
間
30
分
）

②
職
務
適
応
性
検
査（
20
分
）

③
面
接
試
験

〈
広
告
〉
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【
応
募
資
格
】

　

助
産
師
免
許
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験
等

【
試
験
予
定
日
】

　

書
類
選
考
の
う
え
、
別
途
通
知

し
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】
随
時

【
待
遇
】
八
雲
町
一
般
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
八
雲
町

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
に
よ
る
。

【
保
険
等
】

　

北
海
道
市
町
村
職
員
共
済
組
合

に
加
入

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係

　

1
0
1
3
7
―
63
│
2
1
8
5

　

八
雲
総
合
病
院
で
は
・
臨
時
調

理
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、
総
合
病
院

管
理
課
庶
務
係
、
役
場
人
事
厚
生

係
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合
支
所

ま
た
は
函
館
公
共
職
業
安
定
所
八

雲
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入（
自
筆
）

し
、
総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】
１
名

【
応
募
資
格
】

※
調
理
師
免
許
の
有
無
に
つ
い
て

　

は
、
問
い
ま
せ
ん
。

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験
等

【
試
験
予
定
日
】

　

10
月
24
日（
金
）書
類
選
考
の
う

え
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】
11
月
1
日（
土
）

【
勤
務
時
間
】  　

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

（
4
週
8
休
制
。

早
出
・
遅
出
勤
務
あ
り
）

【
日
額
】
6
，
4
5
0
円
〜

【
特
別
賃
金
】
86
日
分

※
１
年
目
に
つ
い
て
は
減
額
有
り

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
等
に
加
入
し
ま

す【
申
込
期
日
】

　

10
月
17
日（
金
）

午
後
5
時
15
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係

　

1
０
１
３
７
│
63
│
２
１
８
５

　

町
で
は
、
次
に
よ
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
応
募
さ
れ

る
方
は
、
総
務
課
人
事
厚
生
係
、

熊
石
総
合
支
所
、
落
部
支
所
、
相

沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函
館
公
共

職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
写
真
を
貼
付

の
う
え
必
要
事
項
を
記
入
し
、
職

業
安
定
所
の
紹
介
状
を
添
え
て
、

10
月
24
日（
金
）午
後
5
時
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）に
建
設

課
管
理
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
勤
務
条
件
に
つ
い
て

は
、
一
部
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。

◎
除
雪
作
業
誘
導
員

【
募
集
人
員
】
4
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
車
両
セ
ン
タ
ー

【
応
募
資
格
】

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
除
雪
作
業
、
誘
導
、
交
通
整

理
を
熟
知
し
た
、
八
雲
町
内
か
ら

通
勤
可
能
な
65
歳
未
満
の
方
。

【
添
付
書
類
】

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

し【
業
務
内
容
】

　

除
雪
車
の
誘
導
、
交
通
整
理
等

【
日
額
】
8
，
2
5
0
円

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

※
除
排
雪
業
務
時
は
、
変
則
勤
務

　

と
な
り
ま
す（
土
・
日
・
祝
・

　

早
朝
勤
務
あ
り
）。

※
労
災
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

【
採
用
方
法
】

          

書
類
選
考
・
面
接
試
験

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
26
年
12
月
16
日
〜

平
成
27
年
3
月
15
日

【
試
験
予
定
日
】
11
月
4
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

建
設
課
管
理
係

　

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
助
産
師

を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、
総
合
病
院

管
理
課
庶
務
係
、
役
場
総
務
課
人

事
厚
生
係
、
熊
石
総
合
支
所
、
落

部
支
所
ま
た
は
函
館
公
共
職
業
安

定
所
八
雲
出
張
所
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
写
真
貼
付
の
う
え
、

必
要
事
項
を
記
入（
自
筆
）し
、

資
格
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、

総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】
若
干
名

八
雲
町
職
員
募
集

八
雲
総
合
病
院

　
　
　
　
　

助
産
師
募
集

八
雲
総
合
病
院

　
　
　

臨
時
調
理
員
募
集

　ハローワーク函館では、関係機関と連携して、生徒
の応募機会を拡大するため就職面接会を下記のとおり
開催します。 
【日時】平成26年10月28日（火）午後１時～午後４時
【場所】ロジワールホテル函館

（函館市若松町14番10号）
【主催】ハローワーク函館・渡島総合振興局等
【問い合わせ先】
　ハローワーク函館（函館公共職業安定所）
　企画調整部門（学生職業コーナー）

1０１３８－２６－０７３５
【部門コード　43#】

ハローワーク函館からのお知らせY

「第１回新規高卒者
就職面接会in函館」
開催について
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【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
応
募
資
格
】

　

看
護
師
・
准
看
護
師
の
免
許
を

取
得
さ
れ
て
い
る
方

【
待
遇
】

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

職
員
給
与
規
定
に
よ
る

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験
等

【
面
接
予
定
日
】

　

別
途
連
絡
し
ま
す
。

【
募
集
・
採
用
時
期
】
随
時

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

国
立
病
院
機
構
八
雲
病
院
庶
務

班
長

　

1
0
1
3
7
―
63
│
2
1
2
6

　

八
雲
町
で
は
、
聴
覚
そ
の
他
の

障
が
い
の
た
め
、
意
思
疎
通
を
図

る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
障
が
い
者

等
に
、
手
話
通
訳
等
の
方
法
に
よ

り
、
障
が
い
者
等
と
そ
の
他
の
方

の
意
思
疎
通
を
仲
介
し
、
意
思
疎

通
の
円
滑
化
を
図
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

「
手
話
通
訳
者
等
」と
し
て
登
録

し
、
聴
覚
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る

方
の
意
思
疎
通
を
支
援
し
て
い
た

国
立
病
院
機
構
八
雲
病
院

看
護
師
・
准
看
護
師
募
集

八
雲
町

手
話
通
訳
者
等
を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

「
手
話
通
訳
者
等
」と
し
て
登
録

で
き
る
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
八
雲
町
在
住
の
方
で

す
。

○
手
話
通
訳
士

　

手
話
通
訳
を
行
う
も
の
の
知
識

お
よ
び
技
能
の
審
査
・
証
明
事
業

の
認
定
に
関
す
る
規
程（
平
成
元

年
5
月
20
日
厚
生
省
告
示
第

1
0
8
号
）に
基
づ
き
実
施
さ
れ

た
手
話
通
訳
技
能
認
定
試
験
に
合

格
し
、
登
録
を
受
け
た
方
。

○
手
話
通
訳
者

　

都
道
府
県
が
実
施
す
る
手
話
通

訳
者
養
成
研
修
事
業
に
お
い
て
手

話
通
訳
者
と
し
て
登
録
さ
れ
た

方
。

○
手
話
奉
仕
員

　

市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
で
実

施
す
る
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業
に

お
い
て
「
手
話
奉
仕
員
」
と
し
て

登
録
さ
れ
た
方
。

○
要
約
筆
記
者

　

市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
で
実

施
す
る
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業
に

お
い
て
「
要
約
筆
記
奉
仕
員
」
と

し
て
登
録
さ
れ
た
方
。

【
報
酬
】
１
回　

2
，
0
0
0
円

（
１
時
間
以
内
）

※
1
時
間
を
超
え
た
場
合
、
30
分

　

ご
と
に
1
，
0
0
0
円
が
加
算

　

さ
れ
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
）

　

1
0
1
3
7
―
64
│
2
1
1
1

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い

者
の
入
校
生（
訓
練
期
間
1
年
ま

た
は
2
年
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
願
書
受
付
期
間
】

　

11
月
1
日（
土
）〜

              

11
月
20
日（
木
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

　

開
発
校（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

　

1
0
1
2
5
―
52
│
2
7
7
4

　

5
0
1
3
7
―
52
│
9
1
7
7

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

1
0
1
3
7
―
62
│
2
5
0
9

国
立
北
海
道

障
害
者
能
力
開
発
校

　
　
　
　
　

入
校
生
募
集

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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八雲警察署からお知らせ

　八雲警察署管内で、「俺だけど。電話番号が変わった」「体の
具合が悪いんだ」など、『オレオレ詐欺』の予兆電話が発生して
います。また、「○○○の債券を買いませんか」などの電話もか
かってきており、金融商品等の取引に見せかけた特殊詐欺の電
話と思われます。
　いずれも被害は確認されていませんが、みなさんの家にかかっ
てきても不思議ではありません。
　詐欺の被害に遭わないために、次のことに注意しましょう。
○オレオレ詐欺は、家族を思う気持ちを逆手に取る悪質な犯罪
　です。電話番号が変わったと言っても、必ず元の電話番号に
　かけて確認してみましょう。
○犯人たちは、あの手この手でお金をだまし取ろうとします。世
　の中には簡単に儲かる話はありません。お金を請求されても、
　一人で判断しないで、家族や八雲警察署に相談しましょう。
○どんな名目でお金を支払うことになっても、送金方法として現
　金を宅急便やレターパック等で送るように指示されたら詐欺
　です。絶対に送ってはいけません。
○犯人たちは、自分の声を録音されることを嫌います。留守番
　電話機能がある電話を使用している方は、普段から留守番電
　話にしておくと、相手の方から切るので、詐欺の電話を受けず
　にすみます。

問い合わせ先
函館方面八雲警察署　1０１３7－64－2110

地　域　お　こ　し　協　力　隊

体験・活動レポート

宮島 英明 糸長 佳祐 菅井 　研

私たちの「facebook」 も
見てください。
今回の活動も掲載しています！

八雲町地域おこし協力隊

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
の
糸
長
で

す
。
去
年
の
9
月
に
私
達
協
力
隊
全
員
が
八

雲
町
に
揃
っ
て
か
ら
丁
度
一
年
が
た
ち
ま
し

た
。

　

こ
の
間
、
八
雲
町
に
住
む
多
く
の
方
と
お

会
い
し
、
八
雲
町
の
冊
子（
と
っ
て
お
き
八

雲
な
物
語　

8
Be
a
t
八
雲
）を
作
成
し
た

り
、
八
雲
町
を
P
R
し
た
り
、「
青
空
キ
ッ
ズ

は
ち
ど
り
の
会
」を
設
立
す
る
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

「
青
空
キ
ッ
ズ
は
ち
ど
り
の
会
」
で
は
、
被

災
し
た
子
ど
も
の
受
け
入
れ
や
、
子
ど
も
の

自
然
体
験
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
今
年
の
春
・
夏
休
み

に
被
災
し
た
福
島
県
の
子
ど
も
の
八
雲
受
け

入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
子
ど

も
達
に
八
雲
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
為
の
プ
ロ

グ
ラ
ム（
民
泊
、
自
然
体
験
や
町
民
と
の
交

流
会
等
）を
行
う
中
で
、
町
民
の
温
か
い
お

も
て
な
し
も
あ
り
、
子
ど
も
達
に
素
敵
な
思

い
出
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
、
皆
さ
ん
の
協
力

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
先
月
に
は
、
八

雲
町
教
育
委
員
会
マ
イ
プ
ラ
ン
学
習
講
座
を

活
用
し
、
ヒ
グ
マ
等
の
野
生
動
物
と
の
付
き

合
い
方
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
だ

設
立
し
て
間
も
な
い
団
体
で
す
の
で
、
焦
ら

ず
し
っ
か
り
足
場
を
固
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か

し
、
徐
々
に
八
雲
町
の
子
供
た
ち
に
対
し
て

も
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
八
雲
町

を
盛
り
上
げ
、
八
雲
町
の
い
い
と
こ
ろ
を
町

外
に
P
R
し
て
い
く
た
め
に
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　八雲警察署管内においては、平成24年より10
月の交通死亡事故が２年連続で発生しています。
　例年、過去に発生した死亡事故の発生日とその
前後の日に大きな事故が発生する傾向があります。
　スピードダウンと全席シートベルト着用を心がけ、
運転に疲れたときはもとより、２時間ごとに休憩を
とりましょう。
　また、日没が早まり、歩行者被害の交通事故の
発生が懸念されます。車の運転手は、歩行者の存
在を見落としていることがあります。横断歩道は
青信号で渡り、夜光反射材を身につけるなど、事
故に遭わないように気
をつけましょう。

不審な電話にご用心Z
10月は大きな
交通事故に注意Z
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納められた国民保険料は全額が
社会保険料控除の対象です

今月の年金相談
10月22日（水）
10:40～12:00
13:00～15:00

役場第1・2会議室

みんなの年金ガイド知っ
て

おき
たい

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル　　1０５７０－０５－１１６５
　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など　国民年金課　　1０１３８－５６－１１６５
　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど　お客様相談室　1０１３８－８２－８００２

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

完全予約制
相談日の２日前までに申し込みください

　パソコン初心者でパソコンに興味のある方が対象です。定員（10名）になり
次第締め切ります。午前講座は2日連続、午後講座は3日連続で実施します。
受講申し込みは、公民館（1６３－３１３１）までご連絡ください。 

生涯学習パソコン講座

内容および日程

　毎月第２、第４木曜日は町民ＩＴサポートセンターの日です。町民のパソコンの
トラブルやお悩みに無料で相談に応じます。パソコンの持ち込みや電話での
相談も受け付けますので、お気軽にご利用ください。

ＩＴ町民サポートセンター
日程および会場

8００円

5００円

8００円

【午前】パソコン講座
（ステップアップ）

10月20日（月）～21日（火）
午前9時～正午

11月10日（月）～11日（火）
午前9時～正午

圧縮・解凍、印刷、フォルダ管理等ちょっと便利な操作を
学びます。

代表的ワープロソフトのワード＆表計算ソフトのエクセルに
ついて基礎を学びます。

高齢者を対象とした、初心者向けのパソコン講座です。基礎操作、
文字入力、インターネット、電子メール等の基礎を学びます。

【午後】シルバー世代の
初心者パソコン講座教室

11月17日（月）～19日（水）
午後1時30分～午後4時

日　程　等 受講料内　　　　容コース名

10月29日（木）

10月23日（木）

八雲町公民館２階　パソコン室　1６３－３１３１（内線３０４）

はぴあ八雲１階　情報交流室　1６８－２２２８（内線１２）
午後７時～午後９時

時　間　帯会場・電話番号日　　程

（会場：八雲町公民館２階パソコン室）

【午前】初心者のための
ワード・エクセル講座

　国民年金保険料は所得税および住民税の申告において社会保険料控除の対象となります。控除の対
象となるのは平成26年1月1日から12月31日までに納められた保険料の全額が該当し、過去の年度分や
追納された保険料も含まれます。
　社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する証明書の添付が必要となります。

  なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができま
すので、ご家族宛てに送られた控除証明書を添付の上、申告してください。

平成26年1月1日～9月30日までの間に国民
年金保険料を納付された方。

平成26年10月1日～12月31日までの間に今
年はじめて国民年金保険料を納付された方。

本年11月上旬に日本年金機構から
控除証明書が送付されます。

翌年の2月上旬に控除証明書が送付
されます。
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公　
　

民　
　

館

み
ん
な
の

◆問い合わせ先　社会教育課（八雲町公民館内）　10137─63─3131

青
年
の
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

来
年
2
月
に
開
催
す
る
八
雲
町
青
年
問
題
研
究
集
会（
以

後
、
青
研
集
会
）の
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
青
年

が
主
役
と
な
っ
て
語
り
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き

方
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
月
に

１
〜
2
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

  

様
々
な
人
と
出
会
い
、
交
流
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
こ
と
、

町
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
第
１
回
実
行
委
員
会　

【
日
時
】
10
月
21
日（
火
）
午
後
７
時
〜

【
場
所
】
八
雲
町
公
民
館

「
は
じ
め
て
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
」の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
！

　

画
面
が
大
き
く
、
便
利
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
を
、

基
本
の
操
作
か
ら
日
常
生
活
に
役
立
つ
ア
プ
リ
ま
で
、
楽

し
く
分
か
り
や
す
く
学
べ
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
14
日（
金
） 

　
　
　
　

午
後
の
部
：
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
　
　
　

夜
間
の
部
：
午
後
7
時
00
分
〜
9
時
00
分

【
会
場
】
八
雲
町
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
室

【
講
師
】
K
D
D
I
㈱
a
u
函
館
支
店

【
対
象
者
】
16
歳
以
上
の
方  

【
定
員
】
10
名 

【
受
講
料
】
２
０
０
円

【
そ
の
他
】
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
主
催
者
側
で
用
意

　

し
ま
す
。 

平
成
　
年
度　

全
町
女
性
研
修
会

「
花
の
い
の
ち
・
人
の
こ
こ
ろ
」

　

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
花
は
い
の
ち
に
対
す
る「
い
た
わ

り
」や「
慈
し
み
」の
心
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。花
育
家
と
し

て
学
校
や
病
院
、児
童
会
館
等
で
た
く
さ
ん
の
方
々
と
接
し

て
き
た
森
さ
ん
の
お
話
し
を
お
聞
き
し
て
、花
を
通
じ
て「
い

の
ち
」の
大
切
さ
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
〔
熊
石
地
域
〕
11
月
14
日（
金
）

                    

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
　
　
　

〔
八
雲
地
域
〕
11
月
15
日（
土
）午

前
10
時
〜
正
午

【
会
場
】
〔
熊
石
地
域
〕
熊
石
総
合
支
所

　
　
　
　

〔
八
雲
地
域
〕
八
雲
町
公
民
館　

集
会
室

【
講
師
】
森　

直
子　

氏

（
花
育
家　

H
a
r
u
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
代
表
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
先
】
〔
熊
石
地
域
〕
熊
石
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

〔
八
雲
地
域
〕
社
会
教
育
課

【
申
込
期
日
】
11
月
10
日（
月
）

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
主
管
】
や
く
も
レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

熊
石
レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成　

年
度　

家
庭
教
育
講
演
会

「
笑
い
は
智
か
ら
〜
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
〜
」

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
目
的
に
家
庭
教
育
講

演
会
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
元
道
立
高
校
校
長
で
現
在
、

落
語
と
講
演
会
活
動
を
全
道
各
地
で
行
っ
て
い
る
村
田
政

孝
さ
ん（
と
き
ど
き
落
語
家「
月
の
輪
熊
八
」）を
お
招
き
し

て
、
大
人
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

の
何
が
で
き
る
の
か
を
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
24
日（
金
）
午
後
６
時
30
分
〜

【
会
場
】
北
海
道
八
雲
高
等
学
校
体
育
館

【
講
師
】
北
海
道
高
等
学
校
長
協
会

事
務
局
主
査　

村
田　

政
孝　

氏

【
対
象
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
先
】
八
雲
小
学
校
、
八
雲
中
学
校
、
八
雲
高

　

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
は
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
へ
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方
は
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
日
】
10
月
22
日（
水
）

【
主
催
】
八
雲
町
三
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

【
共
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

海
か
ら
帰
っ
て
き
た
鮭
を
見
に
行
こ
う
！

サ
ケ
の
産
卵
遡
上
観
察
会

  

毎
年
秋
に
遊
楽
部
川
で
は
た
く
さ
ん
の
鮭
の
卵
が
産
卵
さ

れ
ま
す
。
遊
楽
部
川
を
上
る
力
強
い
鮭
を
観
察
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
当
日
は
水
中
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
観
察
や
、
遊
楽

部
捕
獲
場
の
施
設
見
学
を
行
う
予
定
で
す
。

【
日
時
】
11
月
3
日（
月
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
1
時

【
会
場
】
遊
楽
部
川
上
流
域
他（
集
合
場
所
：
公
民
館
）

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
で
き
ま
す
。

【
服
装
】
あ
た
た
か
い
格
好
、
長
ぐ
つ
、
軍
手
、
タ
オ
ル

　

な
ど
、
秋
季
の
野
外
活
動
に
適
し
た
も
の

【
参
加
費
】
大
人
5
0
0
円
、
子
ど
も
2
0
0
円

　

（
受
講
料
、
保
険
料
、
昼
食
材
料
費
）

【
そ
の
他
】
鮭
料
理
の
試
食
を
し
ま
す（
お
に
ぎ
り
持
参
）。

【
定
員
】
15
名

【
申
込
期
日
】
10
月
27
日（
月
）

26
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エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
の
展
示

佐
藤
國
男

木
版
画
展

10
月
10
日（
金
）ま
で

図書館に行こうY
■八雲町立図書館　　　1０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～※午後６時
　　　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始
■熊石総合支所図書室　1０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

昨年度の様子 本の返却は、どちらでも受付します

図
書
館
だ
よ
り

　

志
摩
の
漁
村
に
育
っ
た
孝

子
は
高
校
卒
業
後
、海
女
に

な
る
は
ず
だ
っ
た
。し
か
し
神

主
の
修
行
を
積
む
白
川
武

雄
と
出
会
い
、定
め
ら
れ
た

生
き
方
と
女
性
と
し
て
の
目

覚
め
の
狭
間
で
揺
れ
う
ご
き

…
。

谷
村
志
穂

望
郷

い
そ
ぶ
え

森　

瑤
子

　

ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
育
っ

た
リ
タ
は
、日
本
人
で
初
め
て
モ

ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製
造
法
を
学

び
に
や
っ
て
き
た
竹
鶴
政
孝
と
運

命
的
に
出
会
い
…
。放
送
開
始

さ
れ
た
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小

説「
マッ
サ
ン
」の
主
人
公
の
人
生

を
モ
デ
ル
に
描
い
た
伝
記
小
説
。

今月のオススメ

・
お
た
の
し
み  

こ
う
さ
く
会

　

10
月
11
日（
土
）14
時

　

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」で
す
。

・
お
た
の
し
み  

ど
う
わ
の
日

　

10
月
18
日（
土
）14
時

　

「
童
話
サ
ー
ク
ル 

ぴ
い
た
あ
★

　

ぱ
ん
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

　

か
せ
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
向
け

　

10
月
11
日（
土
）13
時

・
大
人
向
け

　

10
月
25
日（
土
）14
時

※「
子
ど
も
向
け
行
事
」・「
映
画

会
」
は
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

◆
八
雲
地
域　

10
月
7
日（
火
）

9
時
30
分
〜
11
時
00
分

※
9
ヶ
月
相
談
時
に
絵
本
を
手
渡

し
ま
す
。

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

◎
子
ど
も
向
け
行
事

　
　
　
　
　
　
　

（
集
会
室
）

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
映
画
会（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

◎毎週入る新刊図書は、図書館ホームページ「新刊案内」
をご覧ください。また、パソコンを通して町立図書館の蔵書
を検索・予約することが出来ます。

◎毎月移動図書館車（ほんのもり号）の運行を行っていま
す。巡回日については、北海道新聞道南版「まちの欄」に
掲載していますので、ご利用ください。

◎「やくも朗読サークル」の方々が「広報やくも」を吹き込
みした「広報やくも朗読ＣＤ」を貸出していますので、ご利
用ください。

　9月～11月中、図書館外壁塗装工事及び駐車
場・前庭整備工事が行われています。利用者の
皆様には、出入りの際にご不便をおかけします
が、ご理解・ご協力をお願いいたします。

●お し ら せ ●

①読み聞かせ講演会（講師：塩谷　隆治氏）
【内容】子どもも大人も絵本の面白さ、楽しさを体験しよう
【日時】10月11日（土）10時30分～11時30分
【場所】視聴覚ホール

②お宝リサイクル広場
【内容】除籍した一般図書のリサイクル市
【期間】10月11日（土）～10月15日（水）
【場所】エントランスホール

③北海道日本ハム「読書応援企画」
【内容】北海道日本ハムファイターズ監督・選手が選
　　　んだおすすめの１冊を紹介
【期間】10月16日（木）～10月30日（木）
【場所】エントランスホール

④ピアノ連弾と絵本の楽しい音楽会
【内容】ピアノ連弾による「くるみ割り人形」のお話し
　　　会（演奏者：芥川　ルミ子氏、竹内　知子氏）
【日時】10月19日（日）10時30分～11時15分
【場所】視聴覚ホール

⑤映画会
【内容】「父の詫び状」向田邦子原作 第13回放送文化基金
　　　賞本賞受賞「娘の視点からみた父親像とは？」
【日時】10月25日（土）14時～15時30分
【場所】視聴覚ホール

「図書館フェスティバル」の
お知らせ
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スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

第
14
回
全
道
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス

大
会
（
昨
年
度
の
様
子
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

【
場
所
】
総
合
体
育
館

【
対
象
】
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
愛
好

者
と
興
味
の
あ
る
方

【
種
別
】
混
合
ダ
ブ
ル
ス

（
女
子
同
士
の
出
場
も
可
）

【
競
技
区
分
】

▽
Ａ
ク
ラ
ス（
上
級
者
ク
ラ
ス
）

▽
Ｂ
ク
ラ
ス

（
初
級
者
〜
中
級
者
ク
ラ
ス
）

▽
Ｃ
ク
ラ
ス（
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス

を
楽
し
む
60
歳
以
上
の
ク
ラ
ス
）

【
申
込
期
日
】
10
月
15
日（
水
）

【
参
加
料
】
一
人
1
，
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

　

10
月
か
ら
、
開
館
時
間
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

▽
午
前
の
部

　

9
時
30
分
〜
12
時
00
分

▽
午
後
の
部

　

13
時
00
分
〜
17
時
00
分

▽
夜
間
の
部

　

18
時
00
分
〜
21
時
00
分

 

八
雲
町
運
動
公
園
（
野
球
場
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）
ナ
イ
タ
ー
照

明
の
利
用
は
、
10
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
運
動
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
日
中
の
利
用
は
、
11
月
下

旬
ま
で
と
な
り
ま
す
。

☆
教
育
委
員
会
主
催
事
業

※
申
込
み
は
総
合
体
育
館
ま
で

☆
体
育
施
設
利
用
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

☆
総
合
体
育
館
開
館
時
間
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

◎
第
15
回

　

全
道
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
大
会

【
日
時
】
10
月
26
日（
日
）

9
時
30
分
〜

〔
運
動
公
園
〕

◎
第
39
回
沿
岸
町
村

　

卓
球
選
手
権
大
会

　

10
月
19
日（
日
）9
時
30
分
〜

◎
第
23
回
八
雲
町

　

シ
ル
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

10
月
27
日（
月
）10
時
30
分
〜

◎
第
13
回
八
雲
町
小
学
生
対
抗

室
内
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

11
月
8
日（
土
）9
時
30
分
〜

◎
体
育
協
会
長
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

11
月
9
日（
日
）9
時
30
分
〜

〔
温
水
プ
ー
ル
〕

◎
第
2
回
八
雲
水
泳
記
録
会
兼
ニ

　

チ
レ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
泳
力
検
定
会

　

10
月
18
日（
土
）14
時
10
分
〜

〔
そ
の
他
〕

◎
八
雲
町
西
体
育
振
興
会

第
2
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
25
日（
土
）9
時
〜

　

遊
楽
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１
　【開館時間】　午前 ９時30分～午後９時00分
　　　※日曜日・祝日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日､年末年始

■熊石教育事務所　　1０１３９８－２－３１１１

　

『
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
』
で
す

ね
。
体
を
動
か
し
て
健
康
増

進
・
ス
ト
レ
ス
発
散
！
日
本

の
伝
統
武
道
で
あ
る「
剣
道
」

を
始
め
、
よ
り
一
層
充
実
し

た
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

【
練
習
日
時
】

　

毎
週
火
・
金
曜
日

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
初
心
者
は
19
時
30
分
ま
で

【
練
習
場
所
】

　

総
合
体
育
館2

階
小
体
育
室

【
対
象
】
年
長（
5
歳
児
）〜

中
学
3
年
生
ま
で

（
高
校
生
や
大
人
の
方
も

O
K
で
す
）

【
入
団
特
典
】
竹
刀
・
面
タ

オ
ル
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

「
剣
道
に
興
味
が
あ
る
」

「
剣
道
を
始
め
て
み
た
い
」

と
い
う
方
を
対
象
に
、
無
料

体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

礼
儀
作
法
や
体
の
使
い

方
・
竹
刀
の
使
い
方
な
ど
、

剣
道
の
基
本
的
な
事
に
つ
い

て
の
簡
単
な
教
室
な
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

10
月
9
日
〜
10
月
30
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日（
計
4
回
）

  

18
時
〜
19
時

【
場
所
】
総
合
体
育
館

2
階
小
体
育
室

【
対
象
】
年
長（
5
歳
児
）

〜
大
人
ま
で

（
親
子
参
加
大
歓
迎
で
す
）

【
服
装
な
ど
】

　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
汗

ふ
き
タ
オ
ル
・
水
筒
（
の
み

も
の
）を
持
参
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
剣
道
連
盟
事
務
局　

　

阿
部
雄
一

　

1
0
1
3
7
―
62
―
２
１
１
１

（
役
場
・
勤
務
先
）

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
指
導
者
の
方
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、少
年
団
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、『
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
』を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ピ ッ ク ア ッ プ
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

剣
道
無
料
体
験
教
室
を

行
い
ま
す
Z

オ
ル
を
差
し
上
げ
ま
す
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